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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　分割規則を使用してテキストを談話構成要素に分割する分割手段と、
　前記分割手段により分割された談話構成要素を、結合規則を使用して、談話構成要素を
談話構成要素ノードとして談話構成要素ノードをエッジでリンクするツリー型の談話の構
造表現に結合する談話構造表現決定手段と、
　統計、キーワード、知識ベースの少なくとも一つを含む非構造方法による関連性基準に
基づいて談話構成要素ノードの関連性スコアを決定する関連性スコア決定手段と、
　前記談話構造表現決定手段により結合された談話の構造表現に従って前記関連性スコア
決定手段により決定された関連性スコアを談話構成要素ノードに浸透する浸透手段であっ
て、
　関連性スコアに基づいて談話構成要素ノードの関連性が親の談話構成要素ノードの関連
性よりある場合に、談話構成要素ノードの関連性スコアを親の談話構成要素ノードに割り
当て、
　関連性スコアに基づいて談話構成要素ノードの関連性が、該談話構成要素ノードを被従
属談話構成要素ノードとしたとき従属する従属談話構成要素ノードの関連性よりある場合
に、従属談話構成要素ノードに被従属談話構成要素ノードの関連性スコアを割り当て、
　関連性スコアに基づいて等位の談話構成要素ノードの子の談話構成要素ノードのうち最
も関連性がある談話構成要素ノードの関連性スコアを他の等位の談話構成要素ノードの子
の談話構成要素ノードに割り当てる、
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　ことにより前記関連性スコアを談話構成要素ノードに浸透する、前記浸透手段と、
　前記浸透手段により浸透された関連性スコアが閾値重要性スコアを超える談話構成要素
ノードを決定し、該決定された談話構成要素に基づいてテキストの要約を表示する表示手
段と、
　を有するテキストを要約するシステム。
【請求項２】
　分割規則を使用してテキストを談話構成要素に分割する分割手段と、
　前記分割手段により分割された談話構成要素を、結合規則を使用して、談話構成要素を
談話構成要素ノードとして談話構成要素ノードをエッジでリンクするツリー型の談話の構
造表現に結合する談話構造表現決定手段と、
　統計、キーワード、知識ベースの少なくとも一つを含む非構造方法による関連性基準に
基づいて談話構成要素ノードの関連性スコアを決定する関連性スコア決定手段と、
　前記談話構造表現決定手段により結合された談話の構造表現に従って前記関連性スコア
決定手段により決定された関連性スコアを談話構成要素ノードに浸透する浸透手段であっ
て、
　関連性スコアに基づいて談話構成要素ノードの関連性が親の談話構成要素ノードの関連
性よりある場合に、談話構成要素ノードの関連性スコアを親の談話構成要素ノードに割り
当て、
　関連性スコアに基づいて談話構成要素ノードの関連性が、該談話構成要素ノードを被従
属談話構成要素ノードとしたとき従属し且つ先行する従属談話構成要素ノードの関連性よ
りある場合に、該従属談話構成要素ノードに被従属談話構成要素ノードの関連性スコアを
割り当て、
　関連性スコアに基づいて、等位の談話構成要素ノードの子の談話構成要素ノードのうち
最も関連性がある子の談話構成要素ノードの関連性スコアを、他の等位の談話構成要素ノ
ードの子の談話構成要素ノードのうちの該他の等位の談話構成要素ノードに先行する談話
構成要素ノードに割り当てる、
　ことにより前記関連性スコアを談話構成要素ノードに浸透する、前記浸透手段と、
　前記浸透手段により浸透された関連性スコアが閾値重要性スコアを超える談話構成要素
ノードを決定し、該決定された談話構成要素に基づいてテキストの要約を表示する表示手
段と、
　を有するテキストを要約するシステム。
【請求項３】
　分割規則を使用してテキストを談話構成要素に分割する分割手段と、
　前記分割手段により分割された談話構成要素を、結合規則を使用して、談話構成要素を
談話構成要素ノードとして談話構成要素ノードをエッジでリンクするツリー型の談話の構
造表現に結合する談話構造表現決定手段と、
　統計、キーワード、知識ベースの少なくとも一つを含む非構造方法による関連性基準に
基づいて談話構成要素ノードの関連性スコアを決定する関連性スコア決定手段と、
　前記談話構造表現決定手段により結合された談話の構造表現に従って前記関連性スコア
決定手段により決定された関連性スコアを談話構成要素ノードに浸透する浸透手段であっ
て、
　談話構成要素ノードに、エッジ数＋１を従属レベルとして割り当て、
　談話構成要素ノードのうち終端のノードにエッジ数＋１の逆数をスコアとして割り当て
、
　関連性スコアに基づいて談話構成要素ノードの関連性が親の談話構成要素ノードの関連
性より少ない場合に、談話構成要素ノードのスコアを親の談話構成要素ノードに割り当て
、
　該談話構成要素ノードを被従属談話構成要素ノードとしたとき従属する従属談話構成要
素ノードより被従属談話構成要素ノードのスコアが低い場合に、被従属談話構成要素ノー
ドのスコアを従属談話構成要素ノードに割り当て、
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　等位の談話構成要素ノードの子の談話構成要素ノードのスコアが等位の談話構成要素ノ
ードのスコアより低くない場合に、等位の談話構成要素ノードのスコアを子の談話構成要
素ノードに割り当て、
　談話構成要素ノードのスコア及び従属レベルに基づいて、談話構成要素ノードの関連性
スコアを調整する、
　ことにより前記関連性スコアを談話構成要素ノードに浸透する、前記浸透手段と、
　前記浸透手段により浸透された関連性スコアが閾値重要性スコアを超える談話構成要素
ノードを決定し、該決定された談話構成要素に基づいてテキストの要約を表示する表示手
段と、
　を有するテキストを要約するシステム。
【請求項４】
　前記分割規則が、言語談話モデル、統一言語談話モデル、修辞構造理論、談話構造理論
及び構造化談話表現理論の少なくとも一つである、請求項１～３のいずれかに記載のテキ
ストを要約するシステム。
【請求項５】
　前記浸透手段が、さらに、
　照応を含む談話構成要素の談話構成要素ノードを決定し、
　前記決定された談話構成要素ノードに先行する談話構成要素ノードの談話構成要素から
前記照応の対象を決定して、該照応の対象を前記照応に代入する、
　ことにより前記関連性スコアを談話構成要素ノードに浸透する
　請求項１～３のいずれかに記載のテキストを要約するシステム。
【請求項６】
　前記浸透手段が、さらに、
　関連性スコアに基づいて重要談話構成要素ノードを識別し、
　前記識別された重要談話構成要素ノードの談話構成要素に含まれる照応を決定し、
　前記決定された照応の対象を含む可能性のある前記重要談話構成要素ノードより先行す
る先行談話構成要素ノードを所定の方法により決定し、
　前記決定された先行談話構成要素ノードに前記重要談話構成要素ノードの関連性スコア
を浸透し、
　前記浸透された関連性スコアに基づいて、テキストの要約に使用される談話構成要素ノ
ードのサブセットを決定する、
　ことにより前記関連性スコアを談話構成要素ノードに浸透する
　請求項１～３のいずれかに記載のテキストを要約するシステム。
【請求項７】
　コンピュータに、
　テキストを談話構成要素に分割規則を使用して分割するステップと、
　結合規則を使用して、前記分割された談話構成要素を、談話構成要素を談話構成要素ノ
ードとして談話構成要素ノードをエッジでリンクするツリー型の談話の構造表現に結合す
るステップと、
　統計、キーワード、知識ベースの少なくとも一つを含む非構造方法による関連性基準に
基づいて談話構成要素ノードの関連性スコアを決定するステップと、
　前記談話の構造表現に従って前記決定された関連性スコアを談話構成要素ノードに浸透
するステップであって、
　関連性スコアに基づいて談話構成要素ノードの関連性が親の談話構成要素ノードの関連
性よりある場合に、談話構成要素ノードの関連性スコアを親の談話構成要素ノードに割り
当てるステップと、
　関連性スコアに基づいて談話構成要素ノードの関連性が、該談話構成要素ノードを被従
属談話構成要素ノードとしたとき従属する従属談話構成要素ノードの関連性よりある場合
に、従属談話構成要素ノードに被従属談話構成要素ノードの関連性スコアを割り当てるス
テップと、
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　関連性スコアに基づいて等位の談話構成要素ノードの子の談話構成要素ノードのうち最
も関連性がある談話構成要素ノードの関連性スコアを他の等位の談話構成要素ノードの子
の談話構成要素ノードに割り当てるステップと、
　を有する、前記関連性スコアを談話構成要素ノードに浸透するステップと、
　前記浸透された関連性スコアが閾値重要性スコアを超える談話構成要素ノードを決定し
、該決定された談話構成要素に基づいてテキストの要約を表示するステップと、
　を実行させるためのプログラム。
【請求項８】
　コンピュータに、
　分割規則を使用してテキストを談話構成要素に分割するステップと、
　前記分割された談話構成要素を、結合規則を使用して、談話構成要素を談話構成要素ノ
ードとして談話構成要素ノードをエッジでリンクするツリー型の談話の構造表現に結合す
るステップと、
　統計、キーワード、知識ベースの少なくとも一つを含む非構造方法による関連性基準に
基づいて談話構成要素ノードの関連性スコアを決定するステップと、
　前記談話の構造表現に従って前記決定された関連性スコアを談話構成要素ノードに浸透
するステップであって、
　関連性スコアに基づいて談話構成要素ノードの関連性が親の談話構成要素ノードの関連
性よりある場合に、談話構成要素ノードの関連性スコアを親の談話構成要素ノードに割り
当てるステップと、
　関連性スコアに基づいて談話構成要素ノードの関連性が、該談話構成要素ノードを被従
属談話構成要素ノードとしたとき従属し且つ先行する従属談話構成要素ノードの関連性よ
りある場合に、該従属談話構成要素ノードに被従属談話構成要素ノードの関連性スコアを
割り当てるステップと、
　関連性スコアに基づいて、等位の談話構成要素ノードの子の談話構成要素ノードのうち
最も関連性がある子の談話構成要素ノードの関連性スコアを、他の等位の談話構成要素ノ
ードの子の談話構成要素ノードのうちの該他の等位の談話構成要素ノードに先行する談話
構成要素ノードに割り当てるステップと、
　を有する、前記関連性スコアを談話構成要素ノードに浸透するステップと、
　前記浸透された関連性スコアが閾値重要性スコアを超える談話構成要素ノードを決定し
、該決定された談話構成要素に基づいてテキストの要約を表示するステップと、
　を実行させるためのプログラム。
【請求項９】
　コンピュータに、
　分割規則を使用してテキストを談話構成要素に分割するステップと、
　前記分割された談話構成要素を、結合規則を使用して、談話構成要素を談話構成要素ノ
ードとして談話構成要素ノードをエッジでリンクするツリー型の談話の構造表現に結合す
るステップと、
　統計、キーワード、知識ベースの少なくとも一つを含む非構造方法による関連性基準に
基づいて談話構成要素ノードの関連性スコアを決定するステップと、
　前記談話の構造表現に従って前記決定された関連性スコアを談話構成要素ノードに浸透
するステップであって、
　談話構成要素ノードに、エッジ数＋１を従属レベルとして割り当てるステップと、
　談話構成要素ノードのうち終端のノードにエッジ数＋１の逆数をスコアとして割り当て
るステップと、
　関連性スコアに基づいて談話構成要素ノードの関連性が親の談話構成要素ノードの関連
性より少ない場合に、談話構成要素ノードのスコアを親の談話構成要素ノードに割り当て
るステップと、
　該談話構成要素ノードを被従属談話構成要素ノードとしたとき従属する従属談話構成要
素ノードより被従属談話構成要素ノードのスコアが低い場合に、被従属談話構成要素ノー
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ドのスコアを従属談話構成要素ノードに割り当てるステップと、
　等位の談話構成要素ノードの子の談話構成要素ノードのスコアが等位の談話構成要素ノ
ードのスコアより低くない場合に、等位の談話構成要素ノードのスコアを子の談話構成要
素ノードに割り当てるステップと、
　談話構成要素ノードのスコア及び従属レベルに基づいて、談話構成要素ノードの関連性
スコアを調整するステップと、
　を有する、前記関連性スコアを談話構成要素ノードに浸透するステップと、
　前記浸透された関連性スコアが閾値重要性スコアを超える談話構成要素ノードを決定し
、該決定された談話構成要素に基づいてテキストの要約を表示するステップと、
　を実行させるためのプログラム。
【請求項１０】
　前記分割規則が、言語談話モデル、統一言語談話モデル、修辞構造理論、談話構造理論
及び構造化談話表現理論の少なくとも一つである、請求項７～９のいずれかに記載のプロ
グラム。
【請求項１１】
　前記関連性スコアを談話構成要素ノードに浸透するステップが、
　照応を含む談話構成要素の談話構成要素ノードを決定するステップと、
　前記決定された談話構成要素ノードに先行する談話構成要素ノードの談話構成要素から
前記照応の対象を決定して、該照応の対象を前記照応に代入するステップと、
　をさらに有する請求項７～９のいずれかに記載のプログラム。
【請求項１２】
　前記関連性スコアを談話構成要素ノードに浸透するステップが、
　関連性スコアに基づいて重要談話構成要素ノードを識別するステップと、
　前記識別された重要談話構成要素ノードの談話構成要素に含まれる照応を決定するステ
ップと、
　前記決定された照応の対象を含む可能性のある前記重要談話構成要素ノードより先行す
る先行談話構成要素ノードを所定の方法により決定するステップと、
　前記決定された先行談話構成要素ノードに前記重要談話構成要素ノードの関連性スコア
を浸透するステップと、
　前記浸透された関連性スコアに基づいて、テキストの要約に使用される談話構成要素ノ
ードのサブセットを決定するステップと、
　を有する請求項７～９のいずれかに記載のプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はテキスト情報の要約を決定することに関する。詳細には、ハイブリッドテキス
ト要約を決定する方法、システム、及び、制御プログラム、談話構文解析方法、システム
、及び、該システムにおける方法、談話構成要素にテキストを分割する方法及びシステム
、談話の構造表現を決定する方法及びシステム、ハイブリッドテキスト要約システムに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　企業、政府政策者、情報分析者、他の研究者及び知識労働者は増え続ける大量の情報を
検討し、理解することに直面している。最も関連性のある情報に基づき要約を作成するこ
とにより情報量の削減を試みた研究者もいた。関連性の基準は、多くの場合、キーワード
及び／又は用語頻度、並びに情報リポジトリ内の文書の集合についての文書逆頻度統計等
の非構造特徴に基づいている。しかしながら、これらの従来の非構造テキスト要約は頻繁
に解体され、読むのが困難である。さらに、非構造テキスト要約のために選択される要素
は統計学上の重要度の基準に基づいている。したがって、順次選択されたテキスト要約要
素の代名詞は、これらの従来の要約の有用性を削減する省かれた先行する参考文献を参照
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することがある。
【０００３】
　構造に基づいた要約からあまり重要ではない情報を選択的に削除することによりテキス
ト要約の質の改善を試みた他の研究者もいた。これらの従来の構造に基づいたテキスト要
約システムでは、テキストの構造表現が決定される。あまり重要ではない情報は、テキス
ト要約に含まれる所望される従属のレベルを選択することにより構造表現から取り除かれ
る。これらの従来の構造テキスト要約は対象情報を含むことによって文法性を失わないよ
うにする。しかしながら、結果として生じるテキスト要約は多くの場合、前記対象を解決
するために必要とされる以上の情報を含んでいる。
【０００４】
　例えば、特許文献１、２及び非特許文献１は、本願に関連する技術について記載してい
る。詳細には、特許文献１は、コンピュータ解析支援を用いた読解技能向上システムにつ
いて記載し、特許文献２は、ワード・プロセッサのための文書要約に関する技術について
記載している。
【特許文献１】米国特許出願公開第２００４／００６７４７２　Ａ１号明細書
【特許文献２】米国特許第６、３４９、３１６　Ｂ２号明細書
【非特許文献１】Ｅ．ホヴィ(E. Hovy)、「談話構造関係を用いた自動談話生成(Automate
d Discourse Generation Using Discourse Structure Relations)」、人工知能(Artifici
al Intelligence)、アムステルダム、１９９３年、巻６３、頁３４１～３８５
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ハイブリッドテキスト要約を決定する上で構造情報及び非構造情報の組み合わせを可能
にするシステム及び方法が有用となるであろう。本発明のシステム及び方法による多様な
例示的な実施形態は、文法的なハイブリッドテキスト要約を決定する際の構造情報及び非
構造情報の組み合わせを可能にする。テキストは談話構成要素を決定するために談話分析
の理論の分割規則に基づいて分割される。決定された談話構成要素は、談話分析の理論の
結合規則に基づいて談話の構造表現に結合される。関連性スコアは、統計、キーワード、
知識ベース、又は任意の既知の又は今後開発される、関連性を決定する非構造方法に基づ
いて決定される。関連性スコアは談話の構造表現中の構造的に関連する談話構成要素ノー
ドに浸透されている。選択可能及び／又は調整可能な重要度スコアは、談話の構造表現か
ら談話構成要素のサブツリーを選択するために使用される。浸透方法及び／又は関連性ス
コアに対する調整は、談話構成要素の前記サブツリーの圧縮を調整し、ハイブリッドテキ
スト要約を形成するために使用される。テキストを基本的な談話構成要素に分割し、談話
構成要素を談話分析の理論に基づいて分類するシステム及び方法が提供される。各種の決
定された談話構成要素を談話の構造表現に結合させるシステム及び方法も提供される。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の態様のハイブリッドテキスト要約を決定する方法は、テキストの談話構
成要素を決定するステップと、テキストの談話の構造表現を決定するステップと、統計、
キーワード、知識ベースの少なくとも一つに基づいて決定される少なくとも一つの関連性
の非構造基準に基づいて談話構成要素の関連性スコアを決定するステップと、談話の構造
表現に基づいて関連性スコアを浸透するステップと、閾値重要性スコアと比較した関連性
スコアにより、談話構成要素に基づいてハイブリッドテキスト要約を決定するステップと
、を有する。
【０００７】
　本発明の第２の態様は、第１の態様のハイブリッドテキスト要約を決定する方法であっ
て、前記談話分析の理論が、言語談話モデル、統一言語談話モデル、修辞構造理論、談話
構造理論及び構造化談話表現理論の少なくとも一つである。
【０００８】
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　本発明の第３の態様は、第１の態様のハイブリッドテキスト要約を決定する方法であっ
て、前記関連性スコアを浸透するステップが、子の談話構成要素ノードがより関連性のあ
る場合に、構造表現中の子の談話構成要素ノードごとに、子の談話構成要素ノードの関連
性スコアを親の談話構成要素ノードに割り当てるステップと、被従属談話構成要素がより
関連性がある場合に、任意の従属ノードについて、従属談話構成要素に被従属談話構成要
素の関連性スコアを割り当てるステップと、任意の等位ノードについて、最も関連性のあ
る子の関連性スコアを他の子の談話構成要素ノードに割り当てるステップと、を有する。
【０００９】
　本発明の第４の態様は、第１の態様のハイブリッドテキスト要約を決定する方法であっ
て、前記関連性スコアを浸透するステップが、子の談話構成要素ノードが親より関連性が
ある場合に、構造表現中の子の談話構成要素ノードごとに、親の談話構成要素ノードに子
の談話構成要素ノードの関連性スコアを割り当てるステップと、等位にされた談話構成要
素ノードごとに、等位にされた談話構成要素ノードの関連性スコアをそれぞれの先行より
関連性がない同位のノードに割り当てるステップと、等位にされた談話構成要素ノードで
はなく、被従属談話構成要素ノードではない子の談話構成要素ノードごとに、親の談話構
成要素が子より関連性がある場合に、親の談話構成要素ノードの関連性スコアを子の談話
構成要素ノードに割り当てるステップと、等位にされた談話構成要素ノードごとに、等位
にされた談話ノード及びすべての同位が親のノードより関連性がない場合に、親の談話構
成要素ノードの関連性スコアを等位にされた談話構成要素ノードに割り当てるステップと
、被従属談話構成要素が従属ノードより関連性がある場合に、被従属談話構成要素ノード
ごとに、被従属談話構成要素ノードの関連性スコアを従属談話構成要素に割り当てるステ
ップと、ノードごとに、その関連性スコアが別のノードの関連性スコアに変更されるノー
ドが見つからなくなるまで前記ステップを繰り返すステップと、を有する。
【００１０】
　本発明の第５の態様は、ハイブリッドテキスト要約を決定する方法であって、テキスト
の談話構成要素を決定するステップと、テキストの談話の構造表現を決定するステップと
、談話構成要素の関連性スコアを決定するステップと、談話の構造表現に基づいて関連性
スコアを浸透するステップと、閾値重要性スコアに比較した関連性スコアにより談話構成
要素に基づいてハイブリッドテキスト要約を決定するステップと、を有し、前記関連性ス
コアを浸透するステップは、談話構成要素リーフノードごとに、被従属エッジに１を加え
た数を決定するステップと、被従属エッジ＋１の逆数に基づいてスコアを決定するステッ
プと、スコアの関連性がより少ない場合に、談話構成要素ノードごとに、子の談話構成要
素ノードのスコアを親の談話構成要素ノードに割り当てるステップと、被従属談話構成要
素スコアがより低い場合に、任意の従属談話構成要素ノードについて、被従属談話構成要
素ノードのスコアを従属談話構成要素ノードに割り当てるステップと、任意の等位構造談
話構成要素ノードの関連性スコアを、より低い場合に、子の談話構成要素の等位のそれぞ
れに割り当てるステップと、スコア及び従属レベルに基づいて、調整された関連性スコア
を決定するステップと、を有する。
【００１１】
　本発明の第６の態様は、第１の態様のハイブリッドテキスト要約を決定する方法であっ
て、照応を含むあらゆるリーフ談話構成要素を決定するステップと、照応ごとに、照応の
ユニークな先行する対象を決定するステップと、照応について、リーフ談話構成要素にユ
ニークな先行する対象を代入するステップと、閾値重要性スコアよりさらに関連性のある
関連性スコアにより、談話構成要素の集合からユニークな先行する対象を含む談話構成要
素を削除するステップと、をさらに有する。
【００１２】
　本発明の第７の態様は、第１の態様のハイブリッドテキスト要約を決定する方法であっ
て、関連性スコアを浸透するステップが、重要談話構成要素ノードを決定するステップと
、未解決照応を決定するステップと、照応を解決する可能性のある潜在的な先行する対象
を含む潜在的な解決する談話構成要素を決定するステップと、潜在的な解決する談話構成
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要素の縮小された範囲を通して、重要談話構成要素の関連性スコアを浸透するステップと
、関連性スコアに基づいて、談話構成要素の縮小された範囲を決定するステップと、を有
する。
【００１３】
　本発明の第８の態様は、ハイブリッドテキスト要約を決定するシステムであって、テキ
ストを取り出す入力／出力回路と、テキストの談話構成要素を決定し、談話の構造表現に
談話構成要素を結合するプロセッサと、キーワード、知識ベースの少なくとも一つに基づ
いて決定される少なくとも一つの関連性の非構造基準に基づいて、談話構成要素の関連性
スコアを決定する関連性スコア決定回路と、談話の構造表現に基づいて、談話構成要素関
連性スコアを浸透する浸透回路と、を備え、前記プロセッサが、閾値重要性スコアを超え
る関連性スコアにより談話構成要素に基づいて、ハイブリッドテキスト要約を決定する。
【００１４】
　本発明の第９の態様は、第８の態様のハイブリッドテキスト要約を決定するシステムで
あって、前記談話分析の理論が、言語談話モデル、統一言語談話モデル、修辞構造理論、
談話構造理論及び構造化談話表現理論の少なくとも一つである。
【００１５】
　本発明の第１０の態様は、第８の態様のハイブリッドテキスト要約を決定するシステム
であって、前記浸透回路が、子の談話構成要素ノードがより関連性がある場合に、構造表
現中の子の談話構成要素ノードごとに、子の談話構成要素ノードの関連性スコアを親の談
話構成要素ノードに割り当て、前記浸透回路が、被従属談話構成要素がより関連性がある
場合に、任意の従属ノードについて、従属談話構成要素に被従属談話構成要素の関連性ス
コアを割り当て、前記浸透回路が、任意の等位ノードについて、最も関連性のある子の関
連性スコアを他の子の談話構成要素ノードに割り当てる。
【００１６】
　本発明の第１１の態様は、第８の態様のハイブリッド要約を決定するシステムであって
、前記浸透回路が、子の談話構成要素ノードが親より関連性がある場合に、構造表現中の
子の談話構成要素ごとに、子の談話構成要素ノードの関連性スコアを親の談話構成要素ノ
ードに割り当て、前記浸透回路が、等位にされた談話構成要素ノードごとに、それぞれの
先行より関連性がない同位のノードに、等位にされた談話構成要素ノードの関連性スコア
を割り当て、前記浸透回路が、等位にされた談話構成要素ノードではなく、被従属談話構
成要素ノードではない子の談話構成要素ノードごとに、親の談話構成要素が子より関連性
がある場合に、子の談話構成要素ノードに親の談話構成要素ノードの関連性スコアを割り
当て、前記浸透回路が、等位にされた談話ノード及びすべての同位が親のノードより関連
性が少ない場合に、等位にされた談話構成要素ノードごとに、親の談話構成要素ノードの
関連性スコアを等位にされた談話構成要素ノードに割り当て、前記浸透回路が、被従属談
話構成要素が従属ノードより関連性がある場合に、被従属談話構成要素ノードごとに、被
従属談話構成要素ノードの関連性スコアを従属談話構成要素に割り当て、前記浸透回路が
、関連性スコアが別のノードの関連性スコアに変更されるノードを見つけられなくなるま
で、ノードごとに、前記ステップを繰り返す。
【００１７】
　本発明の第１２の態様は、ハイブリッドテキスト要約を決定するシステムであって、テ
キストを取り出す入力／出力回路と、テキストの談話構成要素を決定し、談話構成要素を
談話の構造表現の中に結合するプロセッサと、少なくとも一つの関連性の非構造基準に基
づいて、談話構成要素の関連性スコアを決定する関連性スコア決定回路と、談話の構造表
現に基づいて、談話構成要素関連性スコアを浸透する浸透回路と、を有し、前記浸透回路
が、談話構成要素リーフノードごとに、被従属エッジに１を加えた数の逆数に基づいて、
被従属エッジに１を加えた数及びスコアを決定し、前記浸透回路が、スコアの関連性がよ
り少ない場合に、談話構成要素ノードごとに、子の談話構成要素ノードのスコアを親の談
話構成要素に割り当て、前記浸透回路が、被従属談話構成要素スコアがより低い場合に、
任意の従属談話構成要素ノードについて、被従属談話構成要素ノードのスコアを従属談話
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構成要素ノードに割り当て、前記浸透回路が、より低い場合に、等位の子の談話構成要素
のそれぞれに任意の等位談話構成要素ノードのスコアを割り当て、前記プロセッサが、ス
コア及び従属レベルに基づき調整された関連性スコアを決定し、ハイブリッドテキスト要
約が閾値重要性スコアを超える関連性スコアにより談話構成要素に基づいて決定される。
【００１８】
　本発明の第１３の態様は、第８の態様のハイブリッド要約を決定するシステムであって
、前記プロセッサが、照応を含むあらゆるリーフ談話構成要素を決定し、前記プロセッサ
が、照応ごとに、照応の任意のユニークな先行する対象を決定し、前記プロセッサが、ユ
ニークな先行する対象を、照応対象の先行する談話構成要素に代入し、前記プロセッサが
、閾値重要性スコアを超える関連性スコアにより談話構成要素からユニークな対象を含む
先行する談話を削除する。
【００１９】
　本発明の第１４の態様は、第８の態様のハイブリッド要約を決定するシステムであって
、前記浸透回路が、照応を含むあらゆるリーフ談話構成要素を決定し、前記浸透回路が、
照応ごとに、照応の任意のユニークな先行する対象を決定し、前記浸透回路が、ユニーク
な先行する対象を照応のリーフ談話構成要素に代入し、前記浸透回路が、より関連性のあ
る関連性スコアにより談話構成要素の集合からユニークな先行する対象を含む談話構成要
素を削除する。
【００２０】
　本発明の第１５の態様は、第８の態様のハイブリッド要約を決定するシステムであって
、前記プロセッサが、関連性の非構造基準に基づいて重要談話構成要素ノードを決定し、
重要談話構成要素の中の未解決対象を決定し、対象を解決する可能性がある潜在的な解決
する談話構成要素を決定し、潜在的な解決する談話構成要素の縮小された範囲を通して重
要談話構成要素の関連性スコアを浸透し、関連性スコアに基づいて談話構成要素の縮小さ
れた範囲を決定する。
【００２１】
　本発明の第１６の態様は、ハイブリッドテキスト要約を決定するためにコンピュータを
プログラミングするために使用可能な制御プログラムであって、テキストの談話構成要素
を決定する命令と、テキストの談話の構造表現を決定する命令と、キーワード、知識ベー
スの少なくとも一つに基づいて決定される少なくとも一つの関連性の非構造基準に基づい
て、談話構成要素の関連性スコアを決定する命令と、談話の構造表現に基づいて関連性ス
コアを浸透する命令と、閾値重要性スコアと比較した関連性スコアにより談話構成要素に
基づいて、ハイブリッドテキスト要約を決定する命令と、を有する。
【００２２】
　本発明の第１７の態様は、談話構成要素にテキストを分割する方法であって、談話分析
の理論を決定するステップと、候補セグメントを決定するステップと、談話を続行するこ
とに関連付けられる候補セグメントの品詞（ｐａｒｔ－ｏｆ－ｓｐｅｅｃｈ）タグ、蓋然
性構文解析ツール、統計構文解析ツール、有限状態構文解析ツール、記号構文解析ツール
、語彙目録及びＷｏｒｄＮｅｔ関係の少なくとも一つに基づいて決定される属性を決定す
るステップと、を有する。
【００２３】
　本発明の第１８の態様は、構造表現を決定する方法であって、テキストの談話構成要素
を決定するステップと、談話構成要素の談話分析分類の理論、及び統語的な制限、意味論
的な制限及び語彙的－意味論的な制限の少なくとも一つに基づいて談話の構造表現に談話
構成要素を結合するステップと、を有する。
【００２４】
　本発明の第１９の態様は、ハイブリッドテキスト要約システムであって、テキストの談
話構成要素を決定する手段と、テキストの談話の構造表現を決定する手段と、キーワード
、知識ベースの少なくとも一つに基づいて決定される少なくとも一つの関連性の非構造基
準に基づいて談話構成要素の関連性スコアを決定する手段と、談話の構造表現に基づいて
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関連性スコアを浸透する手段と、閾値重要性スコアと比較した関連性スコアにより談話構
成要素に基づいてハイブリッドテキスト要約を決定する手段と、を有する。
【００２５】
　本発明の第２０の態様は、ハイブリッドテキスト要約システムであって、テキストの談
話構成要素を決定する手段と、テキストの談話の構造表現を決定する手段と、談話構成要
素の関連性スコアを決定する手段と、談話の構造表現に基づいて関連性スコアを浸透する
手段と、閾値重要性スコアと比較した関連性スコアにより談話構成要素に基づいてハイブ
リッドテキスト要約を決定するための手段と、を有し、前記関連性スコアを浸透する手段
は、談話構成要素リーフノードごとに、被従属エッジに１を加えた数を決定し、被従属エ
ッジ＋１の逆数に基づいてスコアを決定し、スコアの関連性がより少ない場合に、談話構
成要素ノードごとに、親の談話構成要素ノードに子の談話構成要素ノードのスコアを割り
当て、被従属談話構成要素スコアがより低い場合に、任意の従属談話構成要素ノードにつ
いて、従属談話構成要素ノードに被従属談話構成要素ノードのスコアを割り当て、等位の
子の談話構成要素のそれぞれに任意の等位談話構成要素ノードの関連性スコアを、より低
い場合に、割り当て、スコア及び従属レベルに基づいて調整された関連性スコアを決定す
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　図１は、本発明による例示的なハイブリッド要約システム１００の概要である。ハイブ
リッド要約システム１００は、ウェブ使用可能なパーソナルコンピュータ３００、ウェブ
使用可能なタブレットコンピュータ４００、及び文書１００００～１０００２を含む情報
リポジトリ２００に通信リンク９９を介して接続されている。
【００２７】
　本発明による多様な例示的な実施形態の一つでは、ウェブ使用可能なパーソナルコンピ
ュータ３００が情報リポジトリ２００に含まれている文書１００００のハイブリッドテキ
スト要約に対する要求を開始する。前記要求は通信リンク９９を介してハイブリッド要約
システム１００に転送される。ハイブリッド要約システム１００はハイブリッドテキスト
要約に対する要求を取り次ぐ。次に、ハイブリッド要約システム１００は情報リポジトリ
２００から文書１００００を取り出す。それから、テキスト文書１００００は談話分析の
理論のための決定された分割規則に基づき談話構成要素に分割される。
【００２８】
　本発明による多様な例示的な実施形態では、分割規則はテキストを基本的な談話構成要
素単位（ＢＤＵ）に分割するために使用される。基本談話構成要素単位は、統一言語談話
モデル（ＵＬＤＭ）、修辞構造理論（ＲＳＴ）、談話構造理論、構造化談話表現理論（Ｓ
ＤＲＴ）又は談話分析の他の既知の、あるいは今後開発される理論について作成される分
割規則に基づいて決定される。例えば、言語談話モデルのそれぞれの基本談話構成要素は
、１）多くとも一つの考えられる世界の情勢についての情報、及び、２）先に発生した言
語学的なジェスチャ、あるいはおそらく次の言語学的なジェスチャが、談話又は談話が発
生する文脈の中の他の単位に構造上、意味論上、インタラクティブに、あるいは修辞学的
にどのように関係するのかについての情報を符号化する関数情報、を伝達する文脈を基準
にして解釈される言語学上のジェスチャから構成されている。言語学的に実現された基本
談話構成要素単位の文の統語的な反射作用は、それが見つけられる文の外部からの連続の
ために利用しやすいセグメントである。事象に対する参照は必要であるが、ある単語が大
部分の談話構成要素の先頭になるためには十分ではない。したがって、助動詞及び法動詞
はそれらの本動詞から別個の談話構成要素を形成しないであろう。それらは別個の事象を
参照しないため、「しなければならない」、「すべきである」等の不定詞を含む他の法助
動詞構造も同じ論法によって、それらの補語と単一のセグメントを構成する。
【００２９】
　このようにして、談話構成要素単位を決定するために、候補談話構成要素セグメントは
事象を参照し、談話の中で後に事象を「続行する」ために十分な文脈を提供しなければな
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らない。「試す」又は「説得する」などの同一動詞及び「と思われる」及び「信じる」な
どの繰り上げ動詞は、両方の事象とも続行できるためそれらの動詞補語から別個の文法項
を形成する。対照的に、動名詞を含む事象名詞語句は、それらが文法項又は修飾語句であ
る動詞とおそらく識別可能である事象を参照しても、それらの事象は容易に続行しない。
【００３０】
　統一言語談話モデルは決定された基本的な談話構成要素を結合規則に基づいて談話の構
造表現に連結する。結合規則は、基本談話構成要素が談話の右に開いたツリー構造表現に
どのように連結されるのかを突き止めるために使用される。
【００３１】
　例えば、統一言語談話モデルは、基本談話構成要素を右に開いたツリーに基づいて談話
の構造表現に連結するために単独で、あるいは組み合わせて使用できる統語的、意味論的
、語彙的－意味論的、構造上及びデフォルトの結合規則を提供する。統計的なキーワード
及び／又は重要談話構成要素を決定する他の既知の、あるいは今後開発される方法は、連
結された談話構成要素のサブツリーを定義するために使用される。追加の支持する談話構
成要素は、談話分析の理論に関連付けられる結合規則に基づいて含まれる。本発明による
多様な他の例示的な実施形態において、結合又は連結支持情報が統計的なキーワード及び
／又は他の関連性情報と、各談話構成要素と関連付けられた単一の関連性スコアに合体さ
れてよいことが明らかとなるであろう。ハイブリッド要約システムがハイブリッドテキス
ト要約を決定した後で、ハイブリッドテキスト要約はウェブ使用可能なパーソナルコンピ
ュータ３００に転送される。
【００３２】
　本発明による別の例示的な実施形態では、ウェブ使用可能なタブレットコンピュータ４
００のユーザが情報リポジトリ２００の中の文書１０００１のハイブリッドテキスト要約
を要求する。前記要求は通信リンク９９を介してハイブリッド要約システム１００に転送
される。ハイブリッド要約システム１００は通信リンク９９を介して情報リポジトリ２０
０から文書１０００１を取り出す。談話の構造表現が、決定される談話構成要素間のリン
クを指定する談話分析の理論に基づき要求された文書１０００１について決定される。テ
キスト中の重要談話構成要素を突き止めるために、統計的な分析、キーワード、知識ベー
スの検索又は重要な情報を決定する任意の既知のあるいは今後開発される方法が使用され
てよい。例えば、統計的な及び／又はキーワードに基づいた技法は、閾値重要度スコアを
超える関連性スコアを有する談話構成要素を決定するために適用される。決定された重要
談話構成要素及び談話の構造表現中の支持する先行談話構成要素が、談話構成要素のサブ
ツリーを定義する。
【００３３】
　本発明による多様な例示的な実施形態では、談話構成要素リーフノードの関連性スコア
が他の談話構成要素の関連性スコアを調整するために談話の構造表現を通して浸透される
。関連性スコアの浸透は、変化する数の支持する利用しやすい談話構成要素を含むために
談話分析の理論に基づいて調整されてよい。異なる浸透方法がテキストの異なるジャンル
、テキストの異なる言語又は任意の属性、あるいは談話の構造表現に影響を及ぼす可能性
のある文書に基づいて指定されてよい。
【００３４】
　談話分析の他の理論は、情報が構造にどのように符号化されるのかの詳細で異なる可能
性があるが、先行の支持する談話構成要素の識別及び関連性スコアの構造に基づいた浸透
は、文法性を保つ任意のテキスト要約機能とともに使用されてよい。例えば談話の構造表
現が統一言語談話モデル（ＵＬＤＭ）に基づいている場合、リーフノードとして重要談話
構成要素を有する談話の構造表現からの関連する談話構成要素の縮小されたサブツリーが
ハイブリッドテキスト要約として決定される。
【００３５】
　図２は、本発明の例示的な実施形態によるハイブリッドテキスト要約を決定する第１の
方法である。プロセスはステップＳ１００で開始し、談話分析の理論が決定されるステッ
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プＳ２００に続行する。制御は次にステップＳ３００に続行する。
【００３６】
　ステップＳ３００では、要約されるテキストが決定される。テキストは、ドロップダウ
ンダイアログボックスから先に作成されたテキストを選択することにより決定され、エデ
ィタ又はワープロを使用して入力され、ウェブサーバ又はデジタルライブラリなどの情報
リポジトリから取り出され、あるいは、既知のあるいは今後開発されるテキスト選択方法
を使用して決定されてよい。テキストが決定された後、制御は、テキストが次に談話分析
の理論の分割規則に基づいて談話構成要素に分割されるステップＳ４００に続行する。
【００３７】
　テキストは、談話構成要素のグラフを決定する談話分析の任意の理論に基づいて分割さ
れてよい。例えば、言語談話モデル及び統一言語談話モデルはそれぞれテキスト内の談話
構成要素を決定するための分割規則を提供する。統一言語談話モデルの分割規則は、それ
ぞれの識別された談話構成要素が、等位接続、従位接続、及びＮ分（Ｎ－ａｒｙ）ノード
又は二分ノードに基づいて右に開いたツリーに結合できるようにテキストを分割する。し
かしながら、本発明の多様な他の例示的な実施形態において、本発明の実践では談話構成
要素を連結し、順序付けることができる他の談話分析の理論が使用されてもよい。テキス
トが分割された後、制御はステップＳ５００に続行する。
【００３８】
　ステップＳ５００では、談話構成要素間のリンクが決定される。統一言語談話モデルで
は、談話構成要素を談話の一つの構造表現に連結するための結合規則が、１）統語的、２
）意味論的、３）語彙的－意味論的、４）構造上、及び、５）デフォルトの規則、として
分類されてよい。統語的な規則は、時制、相、主語、目的語、又は、挿入句（ｐａｒｅｎ
ｔｈｅｔｉｃａｌｓ）、コンマで区切られた部分等の文の構文識別可能な特徴などの文の
構成要素によって伝えられる統語的な属性の談話構成要素内での存在に基づいて談話構成
要素間の関係を指定するために使用される。
【００３９】
　統一言語談話モデルの意味論的な規則は、自然な言語談話構成要素に割り当てられる意
味論上の表現における特定の属性、真の値、又は関係の発生により確立される関係性を指
定する。例えば、付加的な文脈がない場合、第２の談話構成要素の特定の要素が後に続く
第１の談話構成要素の一般的な要素の存在は、意味論上の従位接続規則に一致するパター
ンを定義するために使用される。意味論的な従位接続規則に一致すると、特定の要素を含
む談話構成要素は、２つの談話構成要素を連結する談話の構造表現に従位接続ノードを挿
入することによって一般的な要素を含む談話構成要素に従属する。本発明による多様な他
の例示的な実施形態では、特定の数量詞、「定冠詞ｔｈｅ」と「不定冠詞ａ」などの限定
詞、あるいは談話構成要素の一般的な解釈と特定の解釈を区別することができる他のパタ
ーン又は構造が、本発明に従って意味論的な従位接続を決定するために使用される。
【００４０】
　統一言語談話モデルの語彙的－意味論的な規則は、単純な語彙項目又は複雑な語彙項目
、語彙的な集合、又は構成要素の中のエンティティ又は特性を示す慣用語句が特定の種類
の互いの関係性を示す談話構成要素間の関係性を指定する。例えば、「衣服」及び「ジャ
ケット」は特定の種類の関係性を有する。同様に、玄関は建物に対する特定の関係の建築
の特徴である。すなわち、建物は必ずしも玄関を含まない場合があるが、玄関はつねに建
物の内部で見つけられる。別の例は文「ヨーロッパ人は異なる言語を話す。フランス人は
フランス語を話す」によって提示される。第１の文の「ヨーロッパ人」と第２の文の「フ
ランス人」の間には一般対特定の関係性が存在する。一般対特定の関係性は、ありうる従
位接続を示している。句「例えば、しかし～に限られない」は、続く項目が互いになんら
かの関係性があることを指定している。形式「の型である」、「の一部である」、「を有
する」、「に同等である」、「と対照的である」等の句も、語彙的－意味論的な規則を使
用して談話ツリーに談話構成要素が結合されるという情報を提供する。これらの句のどれ
か又はすべての発生は、語彙的－意味論的な規則の付加的な集合を使用可能にする及び／
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又は使用不能にするために使用されてよい。
【００４１】
　統一言語談話モデルの構造上の規則は、談話の構造表現とその表現に結合されている談
話構成要素の間で当てはまる関係の型を指定する。構造上の規則は、その結合の性質だけ
ではなく構造表現に対する談話構成要素の構造上の結合点も制限する。構造表現に結合さ
れる談話構成要素は単一の文から導出され、談話単位の主ノードに対応する単位に基づい
て結合される一つ又は複数の単位から構成される。したがって、構造上の規則が、談話構
成要素を談話の構造表現に追加するときに考慮する必要のある候補結合点の数を削減する
上で役立つことが明らかになるであろう。
【００４２】
　本発明による多様な他の例示的な実施形態では、結合点変数（ＡＰ）、主要基本談話単
位変数（Ｍ－ＢＤＵ）、現在の談話構成要素又は他の定義された変数などの変数が結合規
則に関連付けられたパターンと一致すると、結合規則は始動（ｆｉｒｅｄ）されることが
明らかとなるであろう。結合規則は随意的に相互に排他的な規則の集合、特定の規則又は
規則の集合が始動した後にだけ有効にされる規則の集合、あるいは他のカテゴリに編成さ
れてよい。本発明によるさらに他の実施形態では、複数の規則が適用されてよく、それぞ
れの規則は異なる重要性と関連付けられている。談話構成要素間のリンクが決定された後
で、制御はステップＳ６００に続行する。
【００４３】
　ステップＳ６００では、談話構成要素のための関連性スコアが決定される。談話構成要
素の関連性スコアは、統計、キーワード検索、知識ベース又は既知のあるいは今後開発さ
れる関連性基準に基づいて決定される。談話構成要素の関連性スコアを決定した後、制御
はステップＳ７００に続行する。
【００４４】
　閾値重要性スコアがステップＳ７００で決定される。閾値重要性スコアはユーザプロフ
ァイルから取り出される、及び／又は、動的に入力されてよい。閾値重要性スコアは重要
であると見なされる談話構成要素に必要な重要性値を指定する。閾値重要性値が決定され
た後、制御はステップＳ８００に続行する。
【００４５】
　ステップＳ８００では、閾値重要性スコアを超える関連性スコアを有する重要談話構成
要素が決定される。関連性スコア及び閾値重要性スコアが、負のスコア、相互作用を表す
スコア、又は既知のあるいは今後開発される単調な機能を使用して比較できる他の値で指
定されてもよいことは明らかとなるであろう。次に、制御はステップＳ９００に続行する
。
【００４６】
　重要談話構成要素に連結された支持する先行談話構成要素はステップＳ９００で決定さ
れる。支持する先行談話構成要素は、照応に対する先行する対象を見つけることができる
談話構成要素である。重要談話構成要素ノードとルートノードの間のノードが決定され、
制御はステップＳ１０００に続行する。
【００４７】
　ステップＳ１０００では、ハイブリッドテキスト要約が、リーフノード又はリーフノー
ドとして重要談話構成要素を有する範囲又はサブツリーに基づいて決定される。支持する
先行ノードの子ノードが談話分析の選択された理論のための結合規則に基づいてハイブリ
ッドテキスト要約に選択的に含まれる。ハイブリッドテキスト要約が決定された後、制御
はステップＳ１１００に続行する。
【００４８】
　ハイブリッドテキスト要約はステップＳ１１００で表示される。本発明による多様な例
示的な実施形態では、Ｓ７００からＳ１０００が、異なる選択された閾値重要性値に基づ
いてハイブリッドテキスト要約を動的に調整するために反復されることが明らかとなるで
あろう。
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【００４９】
　図３は、本発明の例示的な実施形態による第１のハイブリッド要約システムである。ハ
イブリッドテキスト要約システム１００は、メモリ２０、プロセッサ３０、談話構成要素
分割ルーチン又は回路（手段）４０、談話構成要素リンク決定ルーチン又は回路（手段）
５０、関連性スコア決定ルーチン又は回路（手段）６０、及び連結先行談話構成要素決定
ルーチン又は回路（手段）７０を備えている。これらの各々は、通信リンク９９及び入力
／出力回路（手段）１０を介して、ウェブ使用可能なパーソナルコンピュータ３００、ウ
ェブ使用可能なタブレットコンピュータ４００、及び、文書１００００から１０００２を
含む情報リポジトリ２００に接続される
【００５０】
　本発明による多様な例示的な実施形態の一つでは、ウェブ使用可能パーソナルコンピュ
ータ３００のユーザが、情報リポジトリ２００に含まれる文書１００００のハイブリッド
要約に対する要求を開始する。前記要求は通信リンク９００を介してハイブリッド要約シ
ステム１００の入力／出力回路１０に転送される。プロセッサ３０は、通信リンク９９を
介して情報リポジトリ２００から要求された文書１００００を取り出し、文書１００００
をメモリ２０に記憶するために入力／出力回路１０を起動する。
【００５１】
　プロセッサ３０は、テキストを談話構成要素に分割するために談話構成要素分割ルーチ
ン又は回路４０を起動する。分割は統一言語談話モデル、修辞構造理論又は任意の既知の
又は今後開発される談話分析の理論を使用して実行されてよい。
【００５２】
　テキストが談話構成要素に分割された後に、プロセッサ３０は、談話構成要素リンク決
定ルーチン又は回路５０を活性化することによって談話分析の決定された理論に基づき、
談話構成要素間のリンクを決定する。例えば、統一言語談話モデルの分割規則を使用して
分割された談話構成要素は、結合規則に基づいて談話の右に開いたツリー構造表現に挿入
される。前述したように、統一言語談話モデルは、統語的、意味論的、語彙的－意味論的
、構造上、及びデフォルトの結合規則の型を指定する。一つ又は複数の異なる型の結合規
則及び／又は制限を備える複合結合規則も提供される。
【００５３】
　本発明による多様な他の例示的な実施形態では、始動する規則の条件及び／又はシーケ
ンスを指定するために、異なる範囲の変数が使用されてよい。例えば、規則は、第１の集
合での第１の規則の始動が第２のあるいは除外された集合での第２の規則の始動を一時的
にあるいは恒久的に抑制できるように除外集合に合体されてよい。規則は第１の規則の始
動が、第３の集合の第３の規則を始動のために検討できるように使用可能にする集合に合
体されてもよい。しかしながら、規則が本発明の範囲から逸脱することなく、既知の又は
今後開発されるシーケンス及び／又は組み合わせに基づいて起動できることが明らかでな
ければならない。
【００５４】
　次にプロセッサ３０が関連性スコア決定ルーチン又は回路６０を起動することにより重
要な又は関連する談話構成要素を決定する。重要談話構成要素は、統計、キーワード、知
識ベース及び／又は他の関連性情報に基づいて決定される。関連性スコアは先に決定され
た閾値重要性スコアに比較される。閾値重要性スコアを超える関連性スコアの談話構成要
素が重要談話構成要素と見なされる。しかしながら、関連性スコアの任意の順序付けが本
発明の範囲から逸脱することなく使用されてよいことが明らかとなるであろう。
【００５５】
　連結された先行する談話構成要素決定ルーチン又は回路７０は、重要談話構成要素とル
ート談話構成要素間の支持する談話構成要素を決定するために起動される。例えば、統一
言語談話モデルでは、談話構成要素は談話の正しいツリー構造表現に追加される。重要談
話構成要素は、談話の構造表現のサブツリーのリーフノードとしての役割を果たす。決定
された重要談話構成要素ノードの各親の談話構成要素、及び親の親が支持する先行談話構
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成要素ノードとして決定される。重要な支持する先行談話構成要素ノードのサブツリーが
ハイブリッドテキスト要約を定義する。本発明による多様な例示的な実施形態では、サブ
ツリー、ハイブリッドテキスト要約のために選択された先行する支持する談話構成要素を
決定するために各談話構成要素と関連付けられる関連性スコアに対して調整が行われる。
【００５６】
　図４は、本発明の例示的な実施形態によるハイブリッドテキスト要約を決定する第２の
方法である。プロセスはステップＳ１３００で開始し、ステップＳ１４００に続行する。
【００５７】
　ステップＳ１４００では、要約されるテキストが決定される。テキストは、エディタ又
はワープロを使用してテキストを手動で入力する、ウェブサーバ、デジタルライブラリ等
の情報リポジトリからテキストを選択する、ボイス・ディクテーションを使用する及び／
又は既知の又は今後開発される入力及び／又は選択方法を使用して決定されるテキストを
入力することによって決定されてよい。要約されるテキストが決定された後、制御はステ
ップＳ１５００に続行する。
【００５８】
　談話分析の理論はステップＳ１５００で決定される。談話分析の理論は、統一言語談話
モデル、言語談話モデル、修辞構造理論あるいは談話の構造表現に談話構成要素を連結し
、順序付けることができる他の又は今後開発される談話分析の理論を含んでよいが、それ
らに限られない。談話分析の理論が決定された後、制御はステップＳ１６００に続行する
。
【００５９】
　次にステップＳ１６００でテキストを談話構成要素に分割するための規則が決定される
。例えば、統一言語談話モデルに関連付けられる多様な分割規則は、品詞（ｐａｒｔ－ｏ
ｆ－ｓｐｅｅｃｈ）タグ、語彙目録及び決定された談話構成要素を従位接続、等位接続、
及び二分ノード又はＮ分（Ｎ－ａｒｙ）ノードに分割、分類するための他の属性又は特徴
を使用する。分割規則は分割規則記憶構造から取り出されるか、あるいは談話分析の理論
に基づいて動的に入力される。分割規則が決定された後、制御はステップＳ１７００に続
行する。
【００６０】
　ステップＳ１７００では、結合規則が談話分析の理論に基づき決定される。統一言語談
話モデルの結合規則は、統語的、意味論的、語彙的－意味論的、構造上、及びデフォルト
の規則の型を含む。結合規則は談話構成要素が談話の構造表現にどのように結合されるの
かを決定する規則シーケンス又は組み合わせに合体される。結合規則は結合規則記憶構造
から取り出されるか、あるいは動的に入力されてよい。結合規則が決定された後、制御は
分割されるテキストの部分が決定されるステップＳ１８００に続行する。
【００６１】
　本発明による多様な例示的な実施形態では、テキストの部分は、強調表示、カーソルコ
マンド、音声制御、あるいは既知の又は今後開発されるテキスト選択方法によって決定さ
れてよい。制御は、次に、決定されたテキスト部分が、決定された分割規則に基づいて談
話構成要素に分割されるステップＳ１９００に続行する。それから制御はステップＳ２０
００に続行する。
【００６２】
　次にステップＳ２０００で談話の構造表現が決定される。談話の構造表現は談話分析の
理論に関連付けられる結合規則に基づき決定された談話構成要素を連結する。統一言語談
話モデルの統合的、意味論的、語彙的－意味論的、構造上及びデフォルトの規則が説明さ
れるが、本発明の実践では談話構成要素間の順序付けられたリンクを決定する際に有効な
既知の又は今後開発される結合規則も使用されてよいことが明らかとなるであろう。談話
の構造表現が決定された後に、制御は次にステップＳ２１００に続行する。
【００６３】
　ステップＳ２１００では、談話構成要素のための関連性スコアが関連性の少なくとも一



(16) JP 4706227 B2 2011.6.22

10

20

30

40

50

つの基準に基づいて決定される。談話構成要素の関連性スコアは、統計的なスコア、キー
ワード等に基づいて決定されてよい。しかしながら、本発明の実践では既知の又は今後開
発される関連性基準も使用されてよい。関連性スコアが決定された後、制御は、関連性ス
コアが談話の構造表現中の利用しやすい談話構成要素に浸透されるステップＳ２２００に
続行する。例えば、各談話構成要素の終端の子のノード又はリーフノードには、より関連
性が高い関連性スコアの任意の直接的に又は間接的に従属する子の談話構成要素ノードの
関連性スコアが割り当てられる。
【００６４】
　多様な他の例示的な実施形態では、関連性スコアは、潜在的に照応を分割できる先行す
る談話構成要素に浸透される。さらに他の例示的な実施形態では、任意の一つの先行する
対象が談話構成要素リーフノードの中の照応に代用される。関連性スコアが談話の構造表
現を通して浸透された後で、制御はステップＳ２３００に続行する。
【００６５】
　ステップＳ２３００では、閾値重要性スコアが決定される。閾値重要性スコアはユーザ
によってインタラクティブに入力され、メモリから取り出され、ユーザｉｄ等に基づき決
定される。閾値重要性スコアは重要と見なされるために必要な関連性スコアを反映する。
次に、制御は、談話構成要素のための関連性スコアが閾値重要性スコアと比較されるステ
ップＳ２４００に続行する。談話構成要素関連性スコアの比較は、テキストの圧縮を選択
的に調整するために使用される。次に、制御は、照応が随意的に代用されるステップＳ２
５００に続行する。照応の任意の一つの先行する対象が決定され、随意的に照応に代用さ
れる。閾値重要性スコアを超える関連性スコアの談話構成要素がステップＳ２６００で決
定され、随意的に表示される。次に、制御はステップＳ２７００に続行し、プロセスは終
了する。
【００６６】
　図５は、本発明の例示的な実施形態による第２のハイブリッド要約システムである。ハ
イブリッド要約システム１１０は、メモリ２０、プロセッサ３０、分割規則記憶装置４０
、結合規則記憶装置５０、談話構造表現決定ルーチン又は回路（手段）６０、関連性スコ
ア決定ルーチン又は回路（手段）７０、浸透ルーチン又は回路（手段）８０、及び、表示
ルーチン又は回路（手段）９０を備える。これらは、入力／出力回路１０に、及び、通信
リンク９９を介してウェブ使用可能パーソナルコンピュータ３００、ウェブ使用可能タブ
レットコンピュータ４００、及び、文書１００００から１０００２を含む情報リポジトリ
２００に、接続される、
【００６７】
　本発明による多様な例示的な実施形態の一つでは、ウェブ使用可能パーソナルコンピュ
ータ３００のユーザが情報リポジトリ２００に含まれる文書１００００のハイブリッドテ
キスト要約に対する要求を開始する。前記要求は通信リンク９９を介してハイブリッド要
約システム１１０の入力／出力回路１０に転送される。プロセッサ３０は、通信リンク９
９を介して情報リポジトリ２００から文書１００００を取り出し、それをメモリ２０に記
憶するために入力／出力回路１０を起動する。
【００６８】
　プロセッサ３０は分割規則記憶装置４０から取り出された分割規則を適用する。分割規
則は先に決定された談話分析の理論に関連付けられている。分割規則は、テキストを談話
構成要素にどのようにして分割するのかを指定する。本発明による多様な例示的な実施形
態では、談話分析の理論が、本発明の範囲から逸脱することなく、ユーザによる入力、テ
キストのジャンル、要約されるテキストの一部に基づいて、又は他の方法によって決定さ
れてよいことが明らかとなるであろう。
【００６９】
　談話構造表現決定ルーチン又は回路６０は、談話の構造表現に談話構成要素を結合する
ために起動される。例えば、統一言語談話モデル（ＵＬＤＭ）は、談話構成要素が談話の
構造表現にどのようにして結合されるのかを定義する結合規則を指定する。統一言語談話
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モデルは、５種類の結合規則、つまり１）統語的、２）意味論的、３）語彙的－意味論的
、４）構造上、及び５）デフォルト、を指定する。結合規則の異なる種類は単独で使用さ
れてよいし、あるいは、組み合わせ及び／又は規則シーケンスに合体されてよい。
【００７０】
　統語的結合規則は、時制、相、主語、目的語又は挿入句、コンマで区切られた部分等の
文の構文識別可能特徴などの文の構成要素により運ばれる統語的な属性の談話構成要素で
の存在に基づいた談話構成要素間の関係を指定する。
【００７１】
　意味論的な結合規則は、自然な言語談話構成要素に割り当てられる意味論的な表現にお
ける特定の属性、真の値又は関係の発生により確立される関係性を指定する。例えば、付
加的な文脈がない場合、第２の談話構成要素におけるより特定的な要素が後に続く第１の
談話構成要素のより一般的な要素の存在が、意味論的な従位接続規則に一致するために使
用できるパターンを定義する。意味論的な従位接続規則は、より一般的な談話構成要素に
特定の談話構成要素を従属させる。特定の数量詞、「定冠詞ｔｈｅ」及び「不定冠詞ａ」
などの限定詞、又は談話構成要素の一般的な解釈及び特定の解釈を区別することに関連付
けられた他の決定されたパターン及び／又は構造も、特定の談話構成要素の一般的な談話
構成要素に対する従属をトリガするために使用されてよい。
【００７２】
　統一言語談話モデルの語彙的－意味論的な規則は、単純な語彙項目又は複雑な語彙項目
、語彙的な集合、又は構成要素の中のエンティティ又は特性を示す慣用語句が特定の種類
の互いの関係性を示す談話構成要素間の関係性を指定する。例えば、「衣服」及び「ジャ
ケット」は特定の種類の関係性を有する。同様に、玄関は建物に対する特定の関係の建築
の特徴である。すなわち、建物は必ずしも玄関を含まない場合があるが、玄関はつねに建
物の内部で見つけられる。別の例は文「ヨーロッパ人は異なる言語を話す。フランス人は
フランス語を話す」によって提示される。第１の文の「ヨーロッパ人」と第２の文の「フ
ランス人」の間には一般対特定の関係性が存在する。一般対特定の関係性は、ありうる従
位接続を示している。句「例えば、しかし～に限られない」は、続く項目が互いになんら
かの関係性があることを指定している。形式「の型である」、「の一部である」、「を有
する」、「に同等である」、「と対照的である」等の句も、語彙的－意味論的な規則を使
用して談話ツリーに談話構成要素が結合されるという情報を提供する。これらの句のどれ
か又はすべての発生は、語彙的－意味論的な規則の付加的な集合を使用可能にする及び／
又は使用不能にするために使用されてよい。
【００７３】
　構造上の結合規則は、結合されている談話構成要素の一つ又は両方と、すでに談話構造
の一部を形成している他の談話構成要素の間に当てはまる関係の種類を指定する。構造上
の結合規則は、結合される一つ又は複数の談話構成要素のための結合を制限するために使
用される。例えば、結合される２つの談話構成要素の場合、規則はどの談話結合物がツリ
ーに直接的に結合されなければならないのか、及び、どこで結合が起こらなければならな
いのかを指定する。このようにして構造上の規則は、考慮しなければならない候補結合点
の数を削減するために使用できる。デフォルトの結合規則は、他の規則が当てはまらない
ときに講じる処置を指定する。デフォルトの規則は他の種類の結合規則の組み合わせを含
んでよい。
【００７４】
　本発明による多様な別の例示的な実施形態では、談話構成要素の属性が規則の属性に一
致すると規則が始動することが明らかとなるであろう。規則は、相互に排他的な規則、他
の規則が始動した後にだけ、あるいは他の既知の又は今後開発される規則シーケンスに基
づいて有効にされる規則集合に編成されてよい。本発明による多様な実施形態では、複数
の規則が適用されてよく、各規則はさまざまな重みと関連付けられる。
【００７５】
　プロセッサ３０は、次に、各談話構成要素ごとに関連性スコアを決定するために関連性
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スコア決定ルーチン又は回路７０を起動する。関連性の基準は、統計、キーワード、知識
ベース、あるいは既知の又は今後開発される非構造方法に基づいて決定されてよい。
【００７６】
　プロセッサ３０は、談話構成要素リーフノードから先行する談話構成要素ノードに関連
性スコアを浸透するために浸透ルーチン又は回路８０を起動する。初期の関連性スコアは
、談話の構造表現を通して上に浸透される。重要談話構成要素の文法性を保証するために
必要な支持する利用しやすい談話構成要素は関連性スコアに基づいて選択される。多様な
例示的な実施形態では、非構造関連性スコアは、ハイブリッドテキスト要約の文法性が保
たれるように談話の構造表現を通して浸透される。支持する利用しやすい談話構成要素の
数は、テキストジャンル、言語、要約の関数及び／又は既知のあるいは今後開発される属
性又は特徴に基づいて動的に選択可能である。
【００７７】
　表示ルーチン又は回路９０は、先に決定された閾値重要性スコアを超える関連性スコア
の談話構成要素ノードを決定するために起動される。本発明による多様な別の例示的な実
施形態では、支持する談話構成要素からの一つの識別された先行する対象が、ハイブリッ
ドテキスト要約をさらに圧縮するために談話構成要素リーフノードへの照応に代用される
。
【００７８】
　図６は、本発明の実施形態による分割規則６００を記憶するための例示的なデータ構造
である。分割規則６００を記憶するための例示的なデータ構造は各規則を一意的に識別す
る識別子部分６１０、異なる種類の規則を分類する一つ又は複数の型部分６２０、規則を
始動するために必要とされる制限を指定するパターン部分６３０、及び規則の制限が一致
される場合に実行される動作を指定する動作部分６４０から構成されている。
【００７９】
　分割規則は、談話構成要素及び／又は文の単位の主要な談話構成要素として候補セグメ
ントを分類するための条件を定義する。談話構文解析は、文の単位を談話構成要素に分割
することと、一つ又は複数の主要な談話構成要素を決定することと、主要な談話構成要素
に従属する文の談話構成要素のサブツリーを決定することと、談話の理論に基づいて結合
規則を使用して談話の現存の構造表現に対するサブツリーの結合を決定することとを含む
。結合規則は、文の主要な談話構成要素及び／又は結合点談話構成要素に対する制限を指
定する。例えば、異なる結合規則は、談話構成要素が修飾語句であるのか、関係詞節であ
るのか、文の主語等であるのかに応じてトリガされる。候補セグメントの属性又は特徴が
品詞タグ、環境変数、ゼロックス言語環境（ＸＬＥ）の出力、蓋然論的な、統計上の、有
限状態の又は記号の、構文解析ツール、ＷｏｒｄＮｅｔなどの語彙目録、あるいは他の既
知の又は今後開発される候補談話構成要素の特徴を決定する方法から決定されることが明
らかとなるであろう。
【００８０】
　分割規則情報を記憶するための例示的なデータ構造の第１列は識別子部分６１０に値「
１」を、型部分６２０に値「ＳＩＭＰＬＥ＿ＥＶＥＮＴＳ（単純事象）」を含む。これは
、規則「１」として識別される規則が単純事象型規則であることを示している。本発明に
よる多様な例示的な実施形態では、規則は型部分６２０の値に基づいて規則の異なる集合
に集められてよい。規則及び／又は型の異なる集合は、指定の規則の後に始動してよい規
則のシーケンスを制限する多様な他の規則を除外する、及び／又は有効にしてよい。本発
明によるさらに他の例示的な実施形態では、複数の規則が適用されてよく、それぞれの規
則がさまざまな重要性と関連付けられている。
【００８１】
　パターン部分６３０は値「（ＳＩＭＰＬＥ＿ＥＶＥＮＴ）」を含む。これは、単純事象
が、規則が始動する前に候補セグメントで決定されなければならないことを示す。単純事
象の決定が、蓋然論的な、統計的な、有限状態の又は記号の構文解析ツール、文の構文解
析ツール、ゼロックス言語環境（ＸＬＥ）などの言語処理環境あるいは既知の又は今後開
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発される方法の出力に基づいてよいことは明らかとなるであろう。
【００８２】
　規則の動作部分６４０は、パターン部分６３０が一致されると起動される。動作部分６
４０は、パターン部分６３０の制限が一致すると、規則の動作部分が、フラグ又は候補セ
グメントが基本的な談話単位である旨の他の表示を設定するために呼び出されることを示
す値「ＢＤＵ＝ＴＲＵＥ」を含む。
【００８３】
　分割規則情報を記憶するための例示的なデータ構造の第２列は、識別子部分６１０に値
「２」及び型部分６２０に値「ＤＩＳＣＬＯＳＵＲＥ＿ＯＰＥＲＡＴＯＲ（開示演算子）
」を含む。これは、規則「２」として識別される規則が開示演算子型規則であることを示
している。
【００８４】
　パターン部分６３０は値「ＭＯＤＩＦＩＥＲ（修飾語句）」を含む。これは、候補談話
構成要素セグメントが規則を始動するための修正語句でなければならないことを示してい
る。前述されたように、修正語句の決定は、文の構文解析ツール、言語処理環境等の出力
に基づいてよい。
【００８５】
　規則の動作部分６４０は、パターン部分６３０が一致すると起動される。動作部分６４
０は、パターン部分６３０の制限が一致すると実行される動作を示す値「ＢＤＵ＝ＴＲＵ
Ｅ」を含む。
【００８６】
　分割規則情報を記憶するための例示的なデータ構造の第３列は、識別子部分６１０に値
「３」を、型部分６２０に値「ＩＮＴＥＲＰＯＬＡＴＩＯＮ（補間）」を含む。これは、
規則「３」として識別される規則が補間型規則であることを示している。
【００８７】
　パターン部分６３０は値「ＡＰＰＯＳＩＴＩＶＥ　ＯＲ　ＰＡＲＥＮＴＨＥＴＩＣＡＬ
ＯＲ　ＩＮＴＥＲＲＵＰＴＩＯＮ　ＯＲ　ＮＯＮ＿ＲＥＳＴＲＩＣＴＩＶＥ＿ＣＬＡＵＳ
Ｅ　ＯＲ　ＲＥＦＥＲＥＮＣＥ（同格又は挿入又は中断又は非制限節又は参照）」を含む
。これは、候補セグメントが同格、挿入、中断、又は非制限節又は参照であると判断され
る場合、規則が始動することを示している。前述したように、制限は蓋然的な、統計的な
、有限状態の、記号の、文の構文解析ツール、ゼロックス言語環境（ＸＬＥ）などの言語
処理環境あるいは既知の又は今後開発される方法の出力に基づいて決定される。
【００８８】
　規則の動作部分６４０は、パターン部分６３０が一致すると起動される。動作部分６４
０は、パターン部分６３０の制限が一致すると、フラグ又は候補セグメントが基本的な談
話単位である旨の他の表示を設定するために、規則の動作部分が呼び出されることを示す
値「ＢＤＵ＝ＴＲＵＥ」を含む。
【００８９】
　分割規則情報を記憶するための例示的なデータ構造の第４列は、識別子部分６１０に値
「４」を、型部分６２０に値「ＳＵＢＯＲＤＩＮＡＴＥ＿ＣＬＡＵＳＥＳ（従属節）」を
含む。これは、規則「４」として識別される規則が従属節型の規則であることを示してい
る。
【００９０】
　パターン部分６３０は、候補セグメントが、規則が始動する前に補語節、文の主語、又
は関係節でなければならないことを示す値「ＣＯＭＰＬＥＭＥＮＴ＿ＣＬＡＵＳＥ　ＯＲ
【００９１】
　ＳＥＮＴＥＮＴＩＡＬ＿ＳＵＢＪＥＣＴ　ＯＲ　ＲＥＬＡＴＩＶＥ＿ＣＬＡＵＳＥ（補
語節又は文の主語又は関係節）」を含む。規則の動作部分６４０は、パターン部分６３０
が一致すると起動される。動作部分６４０は、パターン部分６３０に含まれる制限が一致
すると、規則の動作部分が、候補セグメントが基本的な談話単位であることを示すために
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呼び出されることを示す値「ＢＤＵ＝ＴＲＵＥ」を含む。
【００９２】
　分割規則情報を記憶するための例示的なデータ構造の第５列は、識別子部分６１０に値
「５」を、型部分６２０に値「ＰＯＳＴＮＯＭＩＮＡＬ＿ＭＯＤＩＦＩＥＲ（名詞後位修
飾語）」を含む。これは、規則「５」と識別された規則が名詞後位修飾語型の規則である
ことを示している。
【００９３】
　パターン部分６３０は、値「（ＤＩＳＣＲＥＴＥ＿ＥＶＥＮＴ　ＡＮＤ　（ＰＯＳＴＮ
ＯＭＩＮＡＬ＿ＭＯＤＩＦＩＥＲ　ＯＲ　ＲＥＬＡＴＩＶＥ＿ＣＬＡＵＳＥ　ＯＲ　ＰＡ
ＲＴＣＩＰＩＡＬ＿ＭＯＤＩＦＩＥＲ））（（非連続事象及び（名詞後位修飾語又は関係
節又は分詞修飾語）））」を含む。これは、これらの制限が、規則が始動する前に候補セ
グメントと関連付けられていると判断されなければならないことを示している。
【００９４】
　規則の動作部分６４０は、パターン部分６３０が一致すると起動される。動作部分６４
０は、パターン部分６３０の制限が一致すると、規則の動作部分が、フラグ又は候補セグ
メントが基本的な談話単位である旨の他の表示を設定するために呼び出されることを示す
値「ＢＤＵ＝ＴＲＵＥ」を含む。
【００９５】
　分割規則情報を記憶するための例示的なデータ構造の第６列は、識別子部分６１０に値
「６」を、型部分６２０に値「ＭＯＲＰＨＯＬＯＧＩＣＡＬ＿ＦＯＲＭ（形態的形）」を
含む。これは、「６」と識別される規則が形態型規則であることを示している。パターン
部分６３０は、候補セグメントが、規則が始動する前に非連続事象であり、不定詞又は動
名詞のどちらかであると判断されなければならないことを示す値「（ＤＩＳＣＲＥＴＥ＿
ＥＶＥＮＴ　ＡＮＤ　（ＩＮＦＩＮＩＴＩＶＥＳ　ＯＲ　ＧＥＲＵＮＤＳ））（（非連続
事象と（不定詞又は動名詞）））」を含む。
【００９６】
　規則の動作部分６４０は、パターン部分６３０が一致すると起動される。動作部分６４
０は、パターン部分６３０の制限が一致すると、規則の動作部分がフラグ又は候補セグメ
ントが基本的な談話単位である旨の他の表示を設定するために呼び出されることを示す値
「ＢＤＵ＝ＴＲＵＥ」を含む。
【００９７】
　分割規則情報を記憶するための例示的なデータ構造の第７列は、識別子部分６１０に値
「７」を、型部分６２０に値「ＯＴＨＥＲ＿ＰＲＥＤＩＣＴＩＯＮ（他の予測）」を含む
。これは、規則が他の予測型の規則と識別されることを示している。パターン部分６３０
は値「（ＣＯＰＵＬＡＲ＿ＰＲＥＤＩＣＴＩＯＮ　ＯＲ　ＳＥＣＯＮＤＡＲＹ　ＰＲＥＤ
ＩＣＴＩＯＮ　ＯＲ　ＤＩＳＣＲＥＡＴ＿ＥＶＥＮＴ）（（連結詞予測又は二次予測又は
非連続事象））」を含む。これは、連結詞予測、二次予測又は非連続事象が、規則が始動
する前に決定されなければならないことを示している。
【００９８】
　規則の動作部分６４０は、パターン部分６３０が一致すると起動される。動作部分６４
０は、パターン部分６３０の制限が一致すると、フラグ又は候補セグメントが基本的な談
話単位である旨の他の表示を設定するために、規則の動作部分が呼び出されることを示す
値「ＢＤＵ＝ＴＲＵＥ」を含む。
【００９９】
　分割規則情報を記憶するための例示的なデータ構造の第８列は、識別子部分６１０に値
「８」を、型部分６２０に値「ＳＵＢＯＲＤＩＮＡＴＩＮＧ＿ＣＯＮＪＵＮＣＴＩＯＮ（
従属接続）」を含む。これは、規則「８」と識別される規則が従属接続詞型の規則である
ことを示している。パターン部分６３０は、値「（ＳＵＢＯＲＤＩＮＡＴＩＮＧ＿ＣＯＮ
ＪＵＮＣＴＩＯＮ　ＡＮＤ　ＤＩＳＣＲＥＴＥ＿ＥＶＥＮＴ）（（従属接続と非連続事象
））」を含む。これは、これらの制限が、規則が始動する前に候補セグメントで決定され
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なければならないことを示している。
【０１００】
　規則の動作部分６４０は、パターン部分６３０が一致すると起動される。動作部分６４
０は、パターン部分６３０の制限が一致されると、フラグ又は候補セグメントが基本的な
談話単位である旨の他の表示を設定するために、規則の動作部分が呼び出されることを示
す値「ＢＤＵ＝ＴＲＵＥ」を含む。
【０１０１】
　分割規則情報を記憶するための例示的なデータ構造の第９列は、識別子部分６１０に値
「９」を、型部分６２０に値「ＣＯＯＲＤＩＮＡＴＩＮＧ＿ＣＯＮＪＵＮＣＴＩＯＮＳ（
等位接続）」を含む。これは、規則「９」として識別される規則が等位接続詞型規則であ
ることを示している。パターン部分６３０は、値「（（ＣＯＯＲＤＩＮＡＴＩＮＧ＿ＣＯ
ＮＪＵＮＣＴＩＯＮ　ＡＮＤ　ＬＥＮＧＴＨ＝１）　ＯＲ　（（Ｘ　ＣＯＯＲＤＩＮＡＴ
ＩＮＧ＿ＣＯＮＪＵＮＣＴＩＯＮ　Ｙ）　ＡＮＤ　（Ｘ　ＩＳＡ　ＢＤＵ　ＡＮＤ　Ｙ　
ＩＳＡ　ＢＤＵ））（（（等位接続　及び　長さ＝１）　又は　（（Ｘ　等位接続　Ｙ）
【０１０２】
　及び　（ＸはＢＤＵ　及び　ＹはＢＤＵ）））」を含む。これは、規則が始動する前に
、等位接続詞が１）長さ＝１によって示されるように候補談話構成要素セグメント内の唯
一の要素、又は、２）それぞれがＢＤＵである要素ＸとＹを連結する等位接続詞、のどち
らかであることを判断されなければならないことを示している。候補セグメントが指定さ
れた制限のどちらかに一致すると、規則が始動する。
【０１０３】
　パターン部分６３０が一致すると、規則の動作部分６４０が起動される。動作部分６４
０は、パターン部分６３０の制限が一致すると、フラグ又は候補セグメントが基本的な談
話単位である旨の他の表示を設定するために、規則の動作部分が呼び出されることを示す
値「ＢＤＵ＝ＴＲＵＥ」を含む。
【０１０４】
　分割規則情報を記憶するための例示的なデータ構造の第１０列は、識別子部分６１０に
値「１０」を、型部分６２０に値「ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ＿ＳＴＲＵＣＴＵＲＥ（情報
構造）」を含む。これは、規則「１０」として識別される規則が情報構造型の規則である
ことを示している。パターン部分６３０は値「（ＣＯＰＵＬＡ　ＡＮＤ　（ＣＬＥＦＴ　
ＯＲ　ＰＳＥＵＤＯ＿ＣＬＥＦＴ））（（連結詞及び分裂又は擬似分裂））」を含む。こ
れは、候補セグメントが、規則が始動する前に連結詞、及び分裂又は擬似分裂のどちらか
でなければならないことを示している。
【０１０５】
　パターン部分６３０が一致すると規則の動作部分６４０が起動される。動作部分６４０
は、パターン部分６３０の制限が一致すると、フラグ又は候補セグメントが基本的な談話
単位ではない旨の他の表示を設定するために、規則の動作部分が呼び出されることを示す
値「ＢＤＵ＝ＦＡＬＳＥ」を含んでいる。
【０１０６】
　分割規則情報を記憶するための例示的なデータ構造の第１１列は、識別子部分６１０に
値「１１」を、型部分６２０に値「ＥＶＥＮＴ＿ＭＯＤＩＦＩＥＲ（事象修飾語句）」を
含む。これは、規則「１１」と識別される規則が事象修飾語句型の規則であることを示し
ている。パターン部分６３０は、候補セグメントが、規則が始動するための非連続事象の
修飾語句であり、非連続事象と関連付けられてはならないことを示す値「（ＥＶＥＮＴ＿
ＭＯＤＩＦＩＥＲ　ＡＮＤ　ＮＯＴ（ＤＩＳＣＲＥＴＥ＿ＥＶＥＮＴ））（（事象修飾語
及び非（非連続事象）））」を含む。
【０１０７】
　パターン部分６３０が一致すると、規則の動作部分６４０は起動される。動作部分６４
０は、パターン部分６３０の制限が一致すると、フラグ又は候補セグメントが基本的な談
話単位ではない旨の他の表示を設定するために、規則の動作部分が呼び出されることを示
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す値「ＢＤＵ＝ＦＡＬＳＥ」を含む。
【０１０８】
　分割規則情報を記憶するための例示的なデータ構造の第１４列は、識別子部分６１０に
値「１４」を、型部分６２０に値「ＩＮＩＴＩＡＬ＿ＭＯＤＩＦＩＥＲ（初期修飾子）」
を含む。これは、第１４の規則が初期修飾子型の規則であることを示している。パターン
部分６３０は、値「（ＩＮＩＴＩＡＬ＿ＭＯＤＩＦＩＥＲ　ＡＮＤ　ＳＣＥＮＥ＿ＳＥＴ
ＴＩＮＧ）（（初期修飾子及び状況設定））」を含む。これは、候補セグメントが初期修
飾語句でなければならず、規則の始動をトリガするためにシーン設定値と関連付けられな
ければならないことを示している。
【０１０９】
　パターン部分６３０が一致すると、規則の動作部分６４０が起動される。動作部分６４
０は値「ＢＤＵ＝ＴＲＵＥ」を含む。パターン部の６３０の制限が一致すると、フラグ、
若しくは、候補セグメントが基本的な談話単位でないことを示す他の表示を設定するため
に、規則の動作部分が呼び出されることを、該値は示す。
【０１１０】
　図７は、本発明の実施形態による結合規則情報７００を記憶するための例示的なデータ
構造である。結合規則情報７００を記憶するための例示的なデータ構造は、識別子部分７
１０及び規則部分７２０から構成される。
【０１１１】
　結合規則情報を記憶するための例示的なデータ構造の第１列は、規則識別子部分７１０
に値「１」を含む。規則部分７２０は、複合規則「＜Ｓｘ：（Ｍ－ＢＤＵ／ＴＹＰＥ）＝
“ＢｅｔｗｅｅｎＰａｒｅｎｔｈｅｓｉｓ”；Ｓｔ：ＡＰ　ｉｓ　ＢｏｔｔｏｍＯｆＴｒ
ｅｅ；＞→Ｓｕｂｏｒｄｉｎａｔｅ（ＡＰ，Ｍ－ＢＤＵ）」を含む。規則「１」は、主要
なＢＤＵが括弧によって区切られることを示す「Ｓｘ：（Ｍ－ＢＤＵ／ＴＹＰＥ）＝“Ｂ
ｅｔｗｅｅｎＰａｒｅｎｔｈｅｓｉｓ”」、及び、結合点が談話の構造表現の右に開いた
ツリーの底部になければならないことを示す第２の構造上の制限「Ｓｔ：ＡＰ　ｉｓ　Ｂ
ｏｔｔｏｍＯｆＴｒｅｅ」によって示される第１の統語制限から構成される複合規則であ
る。第１の制限及び第２の制限は、両方の制限が、主要な基本談話単位（Ｍ－ＢＤＵ）の
、結合点変数（ＡＰ）により示される現在の結合点に対する従属をトリガするために一致
しなければならないことを示す開いた制限「＜」タグと閉じた制限「＞」タグの間で結合
される。
【０１１２】
　結合規則情報を記憶するための例示的なデータ構造の第２列は、規則識別子部分７１０
に「２」を含む。規則部分７２０は、複合規則「＜Ｓｘ：（ＡＰ／Ｔｅｎｓｅ）＝“Ｐｒ
ｅｓｅｎｔ”；Ｓｘ：（Ｍ－ＢＤＵ／Ｔｅｎｓｅ）＝“Ｐａｓｔ”；＞→Ｓｕｂｏｒｄｉ
ｎａｔｅ（ＡＰ，Ｍ－ＢＤＵ）」を含む。規則「２」は、候補結合点談話構成要素が現在
時制でなければならないことを示す「Ｓｘ：（ＡＰ／Ｔｅｎｓｅ）＝“Ｐｒｅｓｅｎｔ”
」によって示される第１の統語制限、及び結合点（ＡＰ）に結合される主要な基本談話構
成要素が規則をトリガするために過去時制でなければならないことを示す第２の統語制限
「Ｓｘ：（Ｍ－ＢＤＵ／Ｔｅｎｓｅ）＝“Ｐａｓｔ”；」から構成される複合規則である
。第１の制限及び第２の制限は、両方の制限が現在の結合点（ＡＰ）に対する主要な基本
談話単位（Ｍ－ＢＤＵ）の従属をトリガするために一致しなければならないことを示す開
いた制限「＜」タグと閉じた制限「＞」タグの間で結合される。
【０１１３】
　結合規則情報を記憶するための例示的なデータ構造の第３列は、規則識別子部分７１０
に「３」を含む。規則部分７２０は、複合規則「＜ＬＳ：（ＡＰ）ｉｓａ（ＫＢ／Ｅｖｅ
ｎｔ）；ＬＳ：（Ｍ－ＢＤＵ）ｉｓａ（ＫＢ／Ｅｖｅｎｔ）；Ｓｘ：（ＡＰ／Ｔｅｎｓｅ
）＝（Ｍ－ＢＤＵ／Ｔｅｎｓｅ）＞→Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅ（ＡＰ，Ｍ－ＢＤＵ）」を含
む。規則「３」は、「ＬＳ：（ＡＰ）ｉｓａ（ＫＢ／Ｅｖｅｎｔ）；」によって示される
第１の語彙的－意味論的制限から構成される複合規則である。これは、候補結合点が知識
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ベースＫＢに対する比較により決定されるように事象と関連付けられることを示す。第２
の語彙的－意味論的制限「ＬＳ：（Ｍ－ＢＤＵ）ｉｓａ（ＫＢ／Ｅｖｅｎｔ）；」は、主
要な基本談話単位も、知識ベースＫＢに対する比較により決定されるように事象と関連付
けられることを示す。第３の統語制限「Ｓｘ：（ＡＰ／Ｔｅｎｓｅ）＝（Ｍ－ＢＤＵ／Ｔ
ｅｎｓｅ）」は、結合点ＡＰ及び主要な基本談話単位（Ｍ－ＢＤＵ）の時制が一致しなけ
ればならないことを示す。第１の制限、第２の制限及び第３の制限は、すべて３つの制限
が、主要な基本談話単位（Ｍ－ＢＤＵ）及び現在の結合点（ＡＰ）の等位構造をトリガす
るために始動しなければならないことを示す開いた制限「＜」タグと閉じた制限「＞」タ
グの間で結合される。
【０１１４】
　結合規則情報を記憶するための例示的なデータ構造の第４列は、規則識別子部分７１０
に「４」を含む。規則部分７２０は複合規則「＜ＬＳ：（ＡＰ／Ｌｅｘｅｍｅ）ｈａｓａ
（Ｍ－ＢＤＵ／Ｌｅｘｅｍｅ）：＄１：＄２；Ｓｘ：（ＡＰ／＊／ＣＯＭＰ）ｉｓ　＄１
；Ｓｘ：（Ｍ－ＢＤＵ／＊／ＳＵＢＪ）ｉｓ　＄２；＞→Ｓｕｂｏｒｄｉｎａｔｅ（ＡＰ
，Ｍ－ＢＤＵ）」を含む。規則「４」は、２つの統語制限が後に続く語彙的－意味論的制
限から構成される複合規則である。第１、第２、第３の制限は、３の全ての制限が主要な
基本談話単位（Ｍ－ＢＤＵ）の現在の結合点（ＡＰ）に対する従属をトリガするために始
動しなければならないことを示す開いた制限「＜」タグと閉じた制限「＞」タグの間で結
合される。
【０１１５】
　結合規則情報を記憶するための例示的なデータの第５列は、規則識別子部分７１０に「
５」を含む。規則部分７２０は、複合規則「＜Ｓｘ：（Ｍ－ＢＤＵ／Ｔｙｐｅ）＝“Ｔｅ
ｍｐｏｒａｌ”；Ｓｔ：Ｍ－ＢＤＵ　ｉｓＳｕｂｏｒｄｉｎａｔｅｄＴｏ　ＡＰ；＞→Ｃ
ｒｅａｔｅＮａｒｙ（Ｃｘ，ＡＰ，Ｍ－ＢＤＵ）」を含む。規則「５」は、「Ｓｘ：（Ｍ
－ＢＤＵ／Ｔｙｐｅ）＝“Ｔｅｍｐｏｒａｌ”；」によって示される第１の統語制限から
構成される複合規則である。これは、主要な基本談話単位（Ｍ－ＢＤＵ）談話構成要素が
、「時制（Ｔｅｍｐｏｒａｌ）」型の談話構成要素でなければならないことを示している
。第２の統語制限「Ｓｔ：Ｍ－ＢＤＵ　ｉｓＳｕｂｏｒｄｉｎａｔｅｄＴｏ　ＡＰ」は、
主要な基本談話単位Ｍ－ＢＤＵが結合点に従属することを示している。第１の制限及び第
２の制限は、両方の制限が結合点（ＡＰ）及び主要な基本談話単位（Ｍ－ＢＤＵ）の等位
構造をトリガするために一致しなければならないことを示す、開いた制限「＜」タグと閉
じた制限「＞」タグの間で結合される。項「Ｃｘ」は質疑応答型等位などの等位型を示す
。
【０１１６】
　結合規則情報を記憶するための例示的なデータ構造の第６列は規則識別子部分７１０に
「６」を含む。規則部分７２０は、複合規則「＜Ｓｍ：Σ（ＡＰ）ｉｓ“Ｇｅｎｅｒｉｃ
”；ＳＭ：Σ（Ｍ－ＢＤＵ）ｉｓ“Ｓｐｅｃｉｆｉｃ”；＞→Ｓｕｂｏｒｄｉｎａｔｅ（
ＡＰ，Ｍ－ＢＤＵ）」を含む。規則「６」は、「Ｓｍ：Σ（ＡＰ）ｉｓ“Ｇｅｎｅｒｉｃ
”；」により示される第１の意味論的な制限から構成される複合規則である。これは、結
合点が総称的な言語要素を含むことを示している。「Ｓｍ：Σ（Ｍ－ＢＤＵ）ｉｓ“Ｓｐ
ｅｃｉｆｉｃ”；」により示される第２の意味論的な制限は、主要な基本談話単位（Ｍ－
ＢＤＵ）が特定の言語要素を含むことを示している。第１の制限及び第２の制限は、両方
の制限が、主要な基本談話単位（Ｍ－ＢＤＵ）の、変数ＰＡによって示される現在の結合
点への従属をトリガするために一致しなければならないことを示す開いた制限「＜」タグ
と閉じた制限「＞」タグの間で結合される。
【０１１７】
　結合規則情報を記憶するための例示的なデータ構造の第７列は規則識別子部分７１０に
「７」を含む。規則部分７２０は、複合規則「＜Ｓｍ：Σ（ＡＰ）ｉｓ“Ｉｒｒｅａｌｉ
ｓ”；ＳＭ：Σ（Ｍ－ＢＤＵ）ｉｓ“Ｒｅａｌｉｓ”；Ｓｘ：ｉｆ　ＡＰ　ｔｈｅｎ　Ｍ
－ＢＤＵ；＞→ＣｒｅａｔｅＮａｒｙ（ＨＹＰ，ＡＰ，Ｍ－ＢＤＵ）」を含む。規則「７
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」はＡＰが「非現実相（Ｉｒｒｅａｌｉｓ）」であること、及び主要な基本談話構成要素
が「現実相（Ｒｅａｌｉｓ）」であること、並びに結合点（ＡＰ）が、結合点と主要な基
本談話構成要素の間のＮ分関係を作成するために規則が始動される前に一致するという構
造制限を必要とする。同様に、８から１２の列は、談話の構造表現を決定する上で有用な
他の統一言語談話モデル結合規則を記述する。
【０１１８】
　結合規則情報を記憶するための例示的なデータ構造の第９９列は規則識別子部分７１０
に「９９」を含む。規則部分７２０は複合規則「＜Ｓｔ：ＡＰ　ｉｓ　ＢｏｔｔｏｍＯｆ
Ｔｒｅｅ；Ｐｘ：Ｉｆｎｏｔ　Ａｎｙｒｕｌｅ　ａｐｐｌｉｅｓ；＞→Ｓｕｂｏｒｄｉｎ
ａｔｅ（ＡＰ，Ｍ－ＢＤＵ）」を含む。規則「７」は、候補結合点がツリーの底部で発生
しなければならないことを示す第１の構造上の制限「Ｓｔ：ＡＰ　ｉｓ　ＢｏｔｔｏｍＯ
ｆＴｒｅｅ」から構成される複合規則である。先手（ｐｒｅｅｍｐｔｏｒ）制限「Ｐｘ：
ＩｆｎｏｔＡｎｙｒｕｌｅ　ａｐｐｌｉｅｓ；」は、他の制限が適用しない場合にだけ一
致される。第１の制限及び第２の制限は、両方の制限が、主要な基本談話単位（Ｍ－ＢＤ
Ｕ）の現在の結合点（ＡＰ）に対する従属をトリガするために一致しなければならないこ
とを示す開いた制限「＜」タグと閉じた制限「＞」タグの間で結合される。
【０１１９】
　図８は、本発明の実施形態による関連性スコアを浸透する第１の例示的な方法の展開図
である。プロセスはステップＳ２２００で開始し、ステップＳ２２０２に続行する。
【０１２０】
　ステップＳ２２０２では、各談話構成要素の子のノードの関連性スコアが親の談話構成
要素ノードに割り当てられる。これが、重要談話構成要素の関連性スコアを支持する先行
する談話構成要素ノードに浸透し、結果として生じるハイブリッドテキスト要約の文法性
を保つのに役立つ。制御は次にステップＳ２２０４に続行する。
【０１２１】
　ステップＳ２２０４では、被従属談話構成要素ノードの関連性スコアがより関連性があ
る場合には、各被従属ノードの関連性スコアが従属談話構成要素に割り当てられる。これ
により、支持する従属談話構成要素ノードがハイブリッドテキスト要約に含まれることが
確実になる。次に制御は、各等位構造又はＮ分（Ｎ－ａｒｙ）ノードの関連性スコアが、
関連性スコアがより関連性がある場合に、すべての等位とされた子の談話構成要素ノード
に割り当てられるステップＳ２２０６に続行する。これにより、すべての等位構造情報が
捕捉されることが確実になる。次に、制御はステップＳ２２０８に続行し、ただちに図４
のステップＳ２３００にジャンプする。
【０１２２】
　図９は、本発明の実施形態に従って関連性スコアを浸透する第２の例示的な方法の展開
図である。プロセスはステップＳ２２１０で開始し、ステップＳ２２１２に続行する。
【０１２３】
　談話構成要素の子のノードのそれぞれの関連性スコアが、ステップＳ２２１２で、親の
談話構成要素ノードに割り当てられる。これは、重要談話構成要素の関連性スコアを、支
持する先行する談話構成要素ノードに浸透し、結果として生じるハイブリッドテキスト要
約の文法性を保つのに役立つ。次に制御はステップＳ２２１４に続行する。
【０１２４】
　ステップＳ２２１４では、被従属談話構成要素ノードの関連性スコアがより関連性があ
り、ノードが被従属ノードの左側にあると思われる場合には、各被従属ノードの関連性ス
コアが従属談話構成要素に割り当てられる。これにより、支持する従属談話構成要素ノー
ドがハイブリッドテキスト要約に含まれるが、支持する談話構成要素の、左側にある談話
構成要素への追加をさらに制限することが確実になる。言語談話モデルの構造表現では、
従属ノードの左側の子のノードは従属ノードである。しかしながら、多様な他の談話分析
の理論と関連付けられる談話の構造表現での差異のために、支持する先行する談話構成要
素情報を識別する他の方法が、本発明の範囲から逸脱することなく使用されてよいことが
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明らかになるであろう。次に、制御は、各等位構造又はＮ分（ｎ－ａｒｙ）談話構成要素
ノード又は二分談話構成要素ノードでは、子の談話構成要素のさらに関連性のある関連性
スコアが左側のすべての子の談話構成要素に割り当てられるステップＳ２２１６に続行す
る。次に、制御は、ステップＳ２２１８に続行し、図４のステップＳ２３００にジャンプ
する。
【０１２５】
　図１０は、本発明の例示的な実施形態に従って関連性スコアを浸透する第３の例示的な
方法の展開図である。プロセスはステップＳ２２３４で開始し、ステップＳ２２３６に続
行する。
【０１２６】
　ステップＳ２２３６では、各談話構成要素ノードは、談話構成要素ノードとルートノー
ドに１を加えたものの間の被従属エッジの数でマーキングされる。これは、談話の構造表
現のノードレベルを示している。各談話構成要素ノードのレベルがマーキングされてから
、制御はステップＳ２２３８に続行する。
【０１２７】
　ステップＳ２２３８では、各終端の子又はリーフノード談話構成要素が談話の構造表現
での被従属エッジの数の逆数に等しいスコアを割り当てられる。スコアがノードごとに決
定された後に、制御はステップＳ２２４０に続行する。
【０１２８】
　ステップＳ２２４０では、低い方のスコアが談話の構造表現を通して浸透される。した
がって、親のノードのスコアが子のノードより関連性がある場合には、スコアは親のノー
ドに割り当てられる。次に制御はステップＳ２２４２に続行する。
【０１２９】
　任意の被従属ノードのスコアは、被従属スコアがステップＳ２２４２でより低い場合に
は従属ノードに割り当てられる。次に制御はステップＳ２２４４に続行する。ステップＳ
２２４４では、子のノードがより低いスコアを有さない限り、任意の等位構造又はＮ分（
Ｎ－ａｒｙ）ノードのスコアが各子のノードに割り当てられる。次に制御はステップＳ２
２４６に続行する。
【０１３０】
　ステップＳ２２４６では、談話構成要素ノードのそれぞれについて調整された関連性ス
コアが従属レベル及びスコアに基づいて決定される。例示的な関連性スコアは、以下の式
（１）に基づいて決定される。
【０１３１】
　ｒ＝１－（Ｌ－１）*ｉ　（１）
【０１３２】
　ここで、Ｌはノードの従属レベルであり、ｉは各ノードに割り当てられるスコアである
。項「－１」は、より低い関連性と関連するより低い数値を有する実際の値に、関連性ス
コアをするために追加される。ルートノードは関連性「１」を有し、リーフノードは１／
Ｌという初期関連性スコアを有する。関連性スコアを決定した後、制御はステップＳ２２
４８に続行し、図４のステップＳ２３００にジャンプする。
【０１３３】
　図１１は、本発明の実施形態による照応置換の第１の例示的な方法の展開図である。プ
ロセスはステップＳ２５００で開始し、代名詞などの照応を含む各談話構成要素の子のノ
ードが決定されるステップＳ２５０５に続行する。制御は次にステップＳ２５１０に続行
する。
【０１３４】
　ステップＳ２５１０では、照応の任意のユニークな先行する対象が決定される。代名詞
などの照応が通常それらの対象に続くことが明らかとなるであろう。このようにして、照
応又は代名詞の、任意のユニークな先行する対象は、通常、談話の構造表現中の照応又は
代名詞の前に発生する。これにより、調べられなければならない先行する談話構成要素の
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数が削減される。次に、任意の決定されたユニークな先行する対象が照応又は代名詞に代
用される。次に制御はステップＳ２５１５に続行し、それから図４のステップＳ２６００
にジャンプする。
【０１３５】
　図１２は、本発明の実施形態による照応置換の第２の例示的な方法の展開図である。プ
ロセスはステップＳ２５２０で開始し、ステップＳ２５２５に続行する。
【０１３６】
　重要談話構成要素はステップＳ２５２５で決定される。重要談話構成要素は、通常、前
のステップで決定され、取り出される。しかしながら、重要談話構成要素は、統計、キー
ワード、知識ベース等を使用して動的に決定されてもよい。重要談話構成要素が決定され
てから、制御はステップＳ２５３０に続行する。
【０１３７】
　次に重要談話構成要素の解決されていない照応がステップＳ２５３０で決定される。例
えば、重要談話構成要素の中の任意の代名詞は、解決されていない照応としてフラグが立
てられる。次に制御はステップＳ２５３５に続行する。
【０１３８】
　ステップＳ２５３５では、潜在的な解決先行談話構成要素が決定される。代名詞又は他
の未解決照応の潜在的な先行する参照を含む任意の談話構成要素は潜在的な解決先行談話
構成要素である。本発明による多様な例示的な実施形態では、潜在的に解決する先行談話
構成要素はＷｏｒｄＮｅｔ関係、存在論又は他の任意の関係連鎖の方法に基づいて決定さ
れる。潜在的な解決先行談話構成要素が決定されてから、制御はステップＳ２５４０に続
行する。
【０１３９】
　重要談話構成要素の関連性スコアは、ステップＳ２５４０で決定された潜在的な解決先
行談話構成要素を通して浸透される。潜在的な解決先行談話構成要素を通して浸透する関
連性スコアは、考慮される分岐の範囲を削減してよい。これは、頻繁に、より縮約された
ハイブリッドテキスト要約を生じさせる。次に制御はステップＳ２５４５に続行する。
【０１４０】
　ステップＳ２５４５では、談話構成要素の縮約された集合が重要談話構成要素、談話の
構造表現及び関連性スコアに基づいて決定される。浸透チャネルは重要談話構成要素の中
で潜在的に照応を解決できる談話構成要素に制限される。談話構成要素の縮約された集合
がハイブリッドテキスト要約として選択されてから、制御はステップＳ２５５０に続行し
、図４のステップＳ２６００にジャンプする。
【０１４１】
　図１３は要約されるテキストである。テキストは１２の文から構成されている。
【０１４２】
　図１４は、要約されるテキストの談話の例示的な構造表現である。談話の例示的な構造
表現は結合されている談話構成要素から構成されている。例示的なテキストの行１０は、
重要談話構成要素９１０として示されている。談話構成要素は、統計、キーワード、知識
ベース又は他の任意の重要性の非構造基準に基づいて重要であると決定されてよい。
【０１４３】
　図１５は、本発明による関連性スコアを浸透する第１の例示的な方法を示す談話の例示
的な構造表現である。重要談話構成要素１０１８は、なんらかの関連性の非構造基準に基
づいて識別される。矢印はＲ値「１」により示される関連性スコア情報の談話の構造表現
を通る浸透を示している。重要談話構成要素１０１８の関連性スコアは子であるため、よ
り関連性のある子の談話構成要素の関連性スコアは親の談話構成要素ノードに割り当てら
れる。選択された関連性の非構造基準により決定されるように、重要な談話１０１８は最
も関連性のある談話構成要素ノードであるため、重要談話構成要素１０１８の関連性スコ
アは親の従属ノード１０１６に割り当てられる。親のノードの関連性スコアは、順に、同
じ理論的根拠に基づいて等位ノード１０１２、従属ノード１０１０、等位ノード１００２



(27) JP 4706227 B2 2011.6.22

10

20

30

40

50

及びルート従属ノード１０１６に割り当てられる。
【０１４４】
　従属談話構成要素ノード１００１、１００４、１０１１、１０１４及び１０１７のそれ
ぞれには、矢印により示されている被従属談話構成要素の関連性スコアが割り当てられる
。最も関連性のある子のノードの関連性スコアは、等位ノードのそれぞれに割り当てられ
る。等位ノード１００２と１０１２は、重要談話構成要素の親のノードとしてのそれらの
ステータスに基づいて含まれる。次に関連性スコアは識別された等位ノード１００２と１
０１２のそれぞれの子達に浸透される。このようにして、従属ノード１０１３と１０１１
及びリーフノード１０１９と１０２０にも関連性スコアが割り当てられる。最も関連性の
ある関連性スコアの各談話構成要素がハイブリッドテキスト要約に選択される。
【０１４５】
　図１６は、本発明に従って関連性スコアを浸透する第２の例示的な方法を示す談話の例
示的な構造表現である。重要談話構成要素１０１６は、一つ又は複数の関連性の非構造基
準に基づいて決定される。浸透は等位構造及び二分の子のノードの処理において前述した
方法とは異なる。等位ノード又は二分ノードの子達のより関連性のある関連性スコアはそ
れぞれの先行する同位に割り当てられる。これにより、ハイブリッドテキスト要約９２０
に含まれる談話構成要素の数が削減する。
【０１４６】
　図１７は、本発明に従って逆数スコアを浸透する第３の例示的な方法を示す談話の例示
的な構造表現の第１の図である。例示的なテキストの行４と５は例示的な目的のために省
略されている。談話構成要素のそれぞれは、被従属エッジに１を加えたものの数に基づい
て従属レベルＬでマーキングされる。各リーフノードには、従属レベルの逆数に等しいス
コア「ｉ」が割り当てられる。
【０１４７】
　ｉ＝１／Ｌ　（２）
【０１４８】
　次に、スコアの低い方の値が、以下の規則に基づき談話の構造表現を通して浸透される
。スコア「ｉ」の任意のノードでは、親がさらに低いスコアを有さない場合にはスコアを
親に割り当てる。スコア「ｉ」の任意の従属ノードでは、従属の子のノードのスコアがさ
らに低くない場合には従属子のノードにスコアを割り当てる。スコア「ｉ」の任意の等位
ノード又は二分ノードでは、子のノードがさらに低いスコアを有さない場合、各子のノー
ドにスコア「ｉ」を割り当てる。関連性スコアは、次に以下のようなスコア及び従属レベ
ルに基づいて決定される。
【０１４９】
　ｒ＝１－（Ｌ－１）*ｉ　（３）
【０１５０】
　ここで、ｒは関連性スコアであり、Ｌは従属レベルであり、「ｉ」はスコア１／Ｌであ
る。
【０１５１】
　図１８は、本発明に従って逆数スコアを浸透する第３の例示的な方法を示す談話の例示
的な構造表現の第２の図である。次に関連付けられる関連性スコアは、式（３）又は他の
関数に基づいて決定される。
【０１５２】
　図１９は、本発明による閾値重要性レベルに基づいてハイブリッドテキスト要約に談話
構成要素を選択する例示的な方法を示す談話の例示的な構造表現の第３の図である。例示
的なテキストの行４と５は、例示的な目的のために省略されている。「１／２」の重要性
閾値関連性レベルが指定される。ハイブリッドテキスト要約９３０は、「１／２」閾値関
連性レベルを超えて関連性スコアと関連付けられる談話構成要素から構成される。
【０１５３】
　図２０は、本発明に従った照応解決に基づいて関連性スコアの浸透を示す談話の例示的
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な構造表現の第１図である。行５は、重要談話構成要素として識別される。この方法では
、関連性スコアは、談話構成要素関連性スコアの調整が、談話構成要素が選択された談話
構成要素リーフノードの対象を潜在的に解決できる場合にだけ発生するように限定的に浸
透される。このようにして、語「温かいスープ(a hot soup)」が行５の「そのスープ(the
【０１５４】
soup)」に対する参照を潜在的に解決するために、行４が追加される。しかしながら、行
４を加えると、対象「それらは(they)」を導く。語「それらは(they)」は、行３に関連性
スコアを浸透することにより解決される。行３は、対象を一意的に識別する語「麺類(Noo
dles)」を含む。本発明による多様な他の例示的な実施形態では、語「麺類(Noodles)」は
さらに圧縮されたハイブリッドテキスト要約９２３を形成するために行４に代入されてよ
い。
【０１５５】
　図３及び図５に説明されるハイブリッド要約システム１００、１１０の回路１０～９０
のそれぞれは、適切にプログラミングされた汎用コンピュータの部分として実現できる。
代わりに、前記に概略されたハイブリッド要約システム１００、１１０の１０～９０は、
ＡＳＩＣ内の物理的に別個のハードウェア回路として、つまりＦＰＧＡ、ＰＤＬ、ＰＬＡ
又はＰＡＬを使用して、あるいは離散論理要素又は離散回路要素を使用して実現できる。
前記に概略されたハイブリッド要約システム１００、１１０の回路１０～９０のそれぞれ
が採る特定の形式は設計選択肢であり、当業者にとって明白であり予測できるであろう。
【０１５６】
　さらに、ハイブリッド要約システム１００、１１０及び／又は前述された多様な回路の
それぞれは、それぞれソフトウェアルーチン、プログラミングされた汎用コンピュータで
実行するマネージャ又はオブジェクト、特殊目的コンピュータ、マイクロプロセッサ等と
して実現できる。このケースでは、ハイブリッド要約システム１００、１１０及び／又は
前述された多様な回路のそれぞれは、それぞれ、サーバ等上に常駐するリソースとして、
通信網に埋め込まれる一つ又は複数のルーチンとして実現できる。ハイブリッド要約シス
テム１００、１１０及び前述された多様な回路は、ウェブサーバ又はクライアントデバイ
スのハードウェアシステム及びソフトウェアシステムなどのソフトウェア及び／又はハー
ドウェアシステムの中にハイブリッド要約システム１００、１１０を物理的に組み込むこ
とによっても実現できる。
【０１５７】
　図３及び図５に図示されるように、メモリ２０は、改変可能な揮発性又は不揮発性のメ
モリ又は改変不可つまり固定されたメモリの任意の適切な組み合わせを使用して実現でき
る。改変可能なメモリは、揮発性であるか、不揮発性であるかに関係なく、スタティック
又はダイナミックＲＡＭ、フロッピー（登録商標）ディスクとディスクドライブ、書き込
み可能又は再書き込み可能の光ディスクとディスクドライブ、ハードディスクドライブ、
フラッシュメモリ等の一つ又は複数を使用して実現できる。同様に、改変不可つまり固定
されたメモリはＲＯＭ、ＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ又はＤＶＤ
－ＲＯＭディスクなどの光ＲＯＭディスク、及びディスクドライブ等の任意の一つ又は複
数を使用して実現できる。
【０１５８】
　図１、図３及び図５に示される通信リンク９９は、それぞれ直接ケーブル接続、ワイド
エリアネットワーク又はローカルエリアネットワーク上の接続、イントラネット上の接続
、インターネット上の接続、又は他の分散処理ネットワーク又はシステム上の接続を含む
、ハイブリッド要約システム１００、１１０に通信装置を接続するための既知の又は今後
開発される装置又はシステムである場合がある。一般的には、通信リンク９９は装置を接
続し、通信を容易にするために有用な任意の既知の又は今後開発される接続システム又は
構造である場合がある。
【０１５９】
　さらに、通信リンク９９がネットワークに対する有線リンク又は無線リンクである場合
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があることが理解される必要がある。ネットワークはローカルエリアネットワーク、ワイ
ドエリアネットワーク、イントラネット、インターネット、又は他の分散処理記憶ネット
ワークである場合がある。
【０１６０】
　本発明は上記概略された例示的な実施形態とともに説明されてきたが、多くの代替策、
変型及び変形が当業者に明らかになるであろうことは確かである。したがって、上述され
たような本発明の例示的な実施形態は、制限的ではなく例証となることが意図される。多
様な変更は本発明の精神及び範囲を逸脱することなく加えられてよい。
【図面の簡単な説明】
【０１６１】
【図１】本発明による例示的なハイブリッド要約システムの概要である。
【図２】本発明の例示的な実施形態によるハイブリッドテキスト要約を決定する第１の方
法である。
【図３】本発明の例示的な実施形態による第１のハイブリッド要約システムである。
【図４】本発明の例示的な実施形態によるハイブリッドテキスト要約を決定する第２の方
法である。
【図５】本発明の例示的な実施形態による第２のハイブリッド要約システムである。
【図６】本発明の実施形態による分割規則を記憶するための例示的なデータ構造である。
【図７】本発明の実施形態による結合規則情報を記憶するための例示的なデータ構造であ
る。
【図８】本発明の実施形態による関連性スコアを浸透する第１の例示的な方法の展開図で
ある。
【図９】本発明の実施形態による関連性スコアを浸透する第２の例示的な方法の展開図で
ある。
【図１０】本発明の例示的な実施形態による関連性スコアを浸透する第３の例示的な方法
の展開図である。
【図１１】本発明の実施形態による照応置換の第１の例示的な方法の展開図である。
【図１２】本発明の実施形態による照応置換の第２の例示的な方法の展開図である。
【図１３】要約されるテキストである。
【図１４】要約されるテキストのための談話の例示的な構造表現である。
【図１５】本発明による関連性スコアを浸透する第１の例示的な方法を示す談話の例示的
な構造表現である。
【図１６】本発明による関連性スコアを浸透する第２の例示的な方法を示す談話の例示的
な構造表現である。
【図１７】本発明による逆スコアを浸透する第３の例示的な方法を示す談話の例示的な構
造表現の第１の図である。
【図１８】本発明による逆スコアを浸透する第３の例示的な方法を示す談話の例示的な構
造表現の第２の図である。
【図１９】本発明による閾値重要度レベルに基づいたハイブリッドテキスト要約のために
談話構成要素を選択する例示的な方法を示す談話の例示的な構造表現である第３の図であ
る。
【図２０】本発明による照応解決に基づいた関連性スコアの浸透を示す談話の例示的な構
造表現の第１の図である。
【符号の説明】
【０１６２】
１００　ハイブリッド要約システム
２００　情報リポジトリ
３００　ウェブ使用可能パーソナル・コンピュータ
４００　ウェブ使用可能タブレット・コンピュータ
１００００、１０００１、１０００２　文書
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